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岐阜三輪ＰＡに設けられたダブル
連結トラックの優先駐車マス

市の玄関口として期待される山県ＩＣ

安全対策で、ワイヤロープが 6
カ所、延長2.3㌔に設けられた

東
海
環
状
自
動
車
道
の
西

回
り
区
間
、
関
広
見
Ｉ
Ｃ
〜

山
県
Ｉ
Ｃ
間
（
延
長
9
㌔
）

が
3
月
20
日
に
開
通
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
記
念
式

典
は
中
止
と
な
っ
た
が
、
開

通
直
後
、
通
り
初
め
す
る
車

両
を
林
宏
優
山
県
市
長
ら
が

出
迎
え
た
。
今
回
、
区
間
内

の
岐
阜
三
輪
Ｐ
Ａ
内
に
岐
阜

三
輪
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
も
開

通
。
岐
阜
、
山
県
両
市
で
は

初
の
高
速
道
路
の
Ｉ
Ｃ
が
誕

生
し
、
企
業
誘
致
や
観
光
振

興
の
追
い
風
と
し
て
期
待
さ

れ
て
い
る
。

岐
阜
三
輪
Ｐ
Ａ
で
は
、
現

在
、
高
速
道
路
の
休
憩
施
設

で
整
備
が
進
む
ダ
ブ
ル
連
結

ト
ラ
ッ
ク
用
の
優
先
駐
車
マ

ス
が
、内
回
り
、外
回
り
と
も

に
設
置
さ
れ
た
。
ま
た
、
ト

イ
レ
で
は
地
域
色
を
演
出
す

る
た
め
、
男
女
一
室
ず
つ
の

限
定
仕
様
で
戦
国
武
将
、
お

姫
様
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
個
室

を
用
意
。
消
音
装
置
も
出
陣

の
ほ
ら
貝
、
琴
と
す
る
徹
底

ぶ
り
で
利
用
者
を
迎
え
る
。

開
通
区
間
は
暫
定
2
車
線

の
た
め
、
安
全
対
策
と
し
て

延
長
2
・
3
㌔
に
わ
た
り
ワ

イ
ヤ
ロ
ー
プ
を
設
置
。
ま

た
、
本
線
と
ラ
ン
プ
の
分
流

部
4
カ
所
に
衝
突
緩
衝
装
置

が
設
け
ら
れ
た
。

新たに設置された岐阜三輪スマートＩＣ

新
名
神
高
速
道
路
・
新
四

日
市
Ｊ
Ｃ
Ｔ
〜
亀
山
西
Ｊ
Ｃ

Ｔ
間
、
東
海
環
状
自
動
車
道

・
大
安
Ｉ
Ｃ
〜
東
員
Ｉ
Ｃ
間

が
3
月
17
日
に
同
時
開
通
し

て
1
年
。
国
土
交
通
省
中
部

地
方
整
備
局
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ

中
日
本
、
沿
線
自
治
体
等
で

構
成
さ
れ
る
「
新
名
神
・
東

環
開
通
効
果
検
討
会
議
」

は
、
1
年
間
の
交
通
状
況
と

開
通
効
果
を
ま
と
め
発
表
し

た
。こ

れ
に
よ
る
と
、
著
し
い

渋
滞
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
東

名
阪
道
・
四
日
市
Ｊ
Ｃ
Ｔ
〜

亀
山
Ｊ
Ｃ
Ｔ
間
の
交
通
量

が
、
新
名
神
開
通
前
の
1
日

平
均
9
万
8
9
0
0
台
か
ら

約
4
割
減
少
。
開
通
後
、
新

名
神
4
万
5
4
0
0
台
、
東

名
阪
道
6
万
1
2
0
0
台
と

交
通
の
分
散
が
図
ら
れ
、
東

名
阪
道
の
渋
滞
も
約
8
割
減

少
と
劇
的
な
効
果
が
出
て
い

る
。一

方
、
東
海
環
状
道
・
大

安
Ｉ
Ｃ
〜
東
員
Ｉ
Ｃ
間
の
交

通
量
は
同
3
千
台
で
推
移
。

大
安
か
ら
先
、
北
勢
Ｉ
Ｃ
ま

で
の
区
間
が
24
年
、
三
重
・

岐
阜
県
境
を
越
え
る
北
勢
〜

養
老
Ｉ
Ｃ
間
は
26
年
に
開
通

し
、
名
神
高
速
道
路
と
繋
が

る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
を
見
据
え
、
三
重
県
の
沿

線
地
域
で
の
企
業
立
地
は
順

調
に
進
み
、
17
年
以
降
の
新

規
立
地
企
業
は
19
社
、
契
約

企
業
は
7
社
に
上
っ
て
い

る
。

岐阜三輪ＰＡに
は設けられた戦
国をイメージし
たトイレ個室

東
名
阪
道
の
渋
滞
約
８
割
減
少

新
名
神
・
東
海
環
状
道
開
通
効
果
を
検
証

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
、
中

日
本
、
西
日
本
、
本
四
の
高

速
道
路
4
社
と
宮
城
県
道
路

公
社
は
22
日
、
4
月
29
日
〜

5
月
6
日
の
大
型
連
休
中
、

休
日
の
料
金
割
引
を
適
用
し

な
い
等
の
取
り
組
み
と
発
表

し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
を
図
る
た
め
、

都
道
府
県
を
ま
た
ぐ
不
要
不

急
の
移
動
を
抑
制
す
る
こ
と

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
赤

羽
一
嘉
国
交
相
は
21
日
の
閣

議
後
の
記
者
会
見
で
、
各
社

に
対
し
て
、
大
型
連
休
中
に

割
引
を
行
わ
な
い
よ
う
指
示

し
た
こ
と
を
明
か
し
た
。

ま
た
各
社
は
、
Ｓ
Ａ
・
Ｐ

Ａ
の
テ
ナ
ン
ト
に
対
し
、
営

業
の
自
粛
を
要
請
。
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
や
シ
ャ
ワ
ー
設

備
は
通
常
通
り
営
業
す
る
。

高規格幹線道路網の現況 2020年 4 月25日現在 大
型
連
休
中
の

料
金
割
引
中
止

コ
ロ
ナ
対
応
で

高
速
道
路
各
社

◆
お
知
ら
せ

次
号
5

月
5
日
号
は
、
大
型
連

休
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
休
刊
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
5
月

15
日
号
を
5
・
15
日
合
併

号
と
し
て
発
行
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

全
高
速
事
務
局

政
府
は
16

日
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
応
の
特

別
措
置
法
に

基
づ
く
緊
急
事
態
宣
言
の

対
象
区
域
を
7
都
府
県
に

続
き
、
全
都
道
府
県
へ
拡

大
。
併
せ
て
、
経
済
対
策

と
し
て
先
に
閣
議
決
定
し

た
所
得
減
少
の
世
帯
へ
給

付
す
る
30
万
円
の
当
初
案

を
見
直
し
、
所
得
制
限
せ

ず
国
民
に
一
律
10
万
円
給

付
す
る
方
針
を
表
明
し
た

▼
見
え
な
い
未
知
の
ウ
イ

ル
ス
と
の
戦
い
を
強
い
ら

れ
る
毎
日
だ
が
、
専
門
家

諸
氏
の
間
で
も
見
解
が
異

な
り
、
未
だ
出
口
が
見
え

な
い
。
人
と
の
繋
が
り
の

円
滑
化
や
融
和
を
こ
れ
ま

で
育
ん
で
き
た
行
為
は
密

集
、密
閉
、密
接
の「
三
密
」

に
相
当
す
る
ケ
ー
ス
が
多

く
、
各
種
行
事
を
中
止
、

断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
も
相
次
ぐ
▼
医
療
崩
壊

が
危
惧
さ
れ
る
中
、
大
型

連
休
が
控
え
る
。
何
と
か

瀬
戸
際
で
踏
み
と
ど
ま
る

状
況
下
、
一
刻
も
早
く
終

息
さ
せ
る
た
め
に
は
、
政

府
、
自
治
体
の
指
示
に
従

い
、
不
要
不
急
の
外
出
を

控
え
、「
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
」

を
心
掛
け
る
し
か
な
い

▼
本
協
議
会
の
事
務
局
も

緊
急
事
態
宣
言
後
、
一
部

在
宅
、
テ
レ
ワ
ー
ク
に
切

り
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
。
い
ろ
い
ろ
と
お

問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
く

中
で
、
し
ば
ら
く
ご
不
便

を
お
か
け
す
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

供用延長（㎞）
進捗率（％）

86
（88）
79

76

注1＝（ ）内は、高速自動車国道に並行する一般国道自動車専用道路で外書きであり、高規格幹線道路の総延長に含まれている。
注2＝一般国道自動車専用道路の供用延長には、一般国道のバイパス等を活用する区間が含まれる。

11,99８
（1,041）
9,062

1,895

総延長
（㎞）
約14,000

11,520

約2,480

高規格幹線道路

高速自動車国道

一般国道自動車専用道路
（本州四国連絡道路を含む）

■高速自動車国道の内訳
供用延長（㎞）

8,438
624
9,062

整備計画延長（㎞）
8,594
834
9,428

有料道路方式区間
新直轄方式区間
合 計

ワイヤロープ実用化へ中小橋本格設置………………………………………（２面）
東海北陸道全線４車線化で富山県要望………………………………………（２面）
［特集］NEXCO東日本東北支社事業概要……………………………（４～１０面）
全高速調べ・２０２０年度予算箇所表直轄事業（高規格幹線道路関係）……（１１～１３面）
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国
土
交
通
省
は
3
月
31

日
、
暫
定
2
車
線
で
開
通
し

て
い
る
高
速
道
路
で
の
正
面

衝
突
事
故
防
止
の
緊
急
対
策

と
し
て
進
め
て
い
る
ワ
イ
ヤ

ロ
ー
プ
に
つ
い
て
、
新
た
に

中
小
橋
へ
も
本
格
設
置
を
進

め
る
方
針
を
示
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
土
工
部
に
つ

い
て
は
新
設
区
間
、
供
用
区

間
で
標
準
設
置
を
進
め
て
き

た
が
、
課
題
だ
っ
た
中
小
橋

に
つ
い
て
は
「
高
速
道
路
の

正
面
衝
突
事
故
防
止
対
策
に

関
す
る
技
術
検
討
委
員
会
」

で
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
の
実
用
化

に
向
け
、
検
証
を
行
っ
て
き

た
。

今
後
、
土
工
部
に
加
え
、

中
小
橋
に
つ
い
て
も
暫
定
2

車
線
で
開
通
す
る
新
設
区
間

に
は
標
準
設
置
と
し
、
供
用

区
間
に
つ
い
て
も
概
ね
3

年
、
22
年
度
内
の
設
置
を
目

指
す
。
20
年
1
月
現
在
、
暫

定
2
車
線
で
開
通
し
て
い
る

高
規
格
幹
線
道
路
は
4
4
3

2
㌔
、
う
ち
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ

の
設
置
可
能
な
中
小
橋
は
約

24
㌔
と
な
っ
て
い
る
。

長
大
橋
や
ト
ン
ネ
ル
に
お

け
る
正
面
衝
突
事
故
防
止
対

策
に
つ
い
て
は
、
公
募
選
定

技
術
の
性
能
評
価
を
引
き
続

き
進
め
て
い
く
。

石
川
隆
一
富
山
県
知
事
は

3
月
20
日
、
来
県
し
た
赤
羽

一
嘉
国
交
相
と
、
富
山
県
美

術
館
で
面
会
し
、
東
海
北
陸

道
の
ト
ン
ネ
ル
区
間
を
含
む

早
期
の
全
線
4
車
線
化
や
、

北
陸
新
幹
線
の
整
備
促
進
の

た
め
の
財
源
確
保
な
ど
を
要

望
し
た
。

国
土
交
通
省
は
同
月
10

日
、
暫
定
2
車
線
で
開
通
し

て
い
る
高
速
道
路
の
4
車
線

化
に
つ
い
て
、
20
年
度
に
新

た
に
着
手
す
る
候
補
箇
所
と

し
て
、
15
カ
所
、
約
1
1
0

㌔
を
選
定
し
発
表
。
そ
の
中

で
東
海
北
陸
道
の
白
川
郷
Ｉ

Ｃ
〜
五
箇
山
Ｉ
Ｃ
間
（
約
10

・
1
㌔
）
と
、
五
箇
山
Ｉ
Ｃ

〜
福
光
Ｉ
Ｃ
間
（
約
9
・
5

㌔
）
計
約
19
・
6
㌔
が
選
定

さ
れ
た
。

要
望
に
対
し
、
赤
羽
国
交

相
は
、
東
海
北
陸
道
の
4
車

線
化
に
つ
い
て
、「
緊
急
度

が
高
い
の
で
さ
ら
に
進
め
る

必
要
が
あ
る
」
と
コ
メ
ン
ト

し
た
。

国交省東
海
北
陸
道
の
全
線
４
車
線
化
な
ど

石
川
富
山
県
知
事
が
要
望

来
県
の
赤
羽
国
交
相
と
の
面
会
で

ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
の
実
用
化
に
向
け
て

中
小
橋
へ
も
本
格
設
置

暫
定
2
車
線

新
設
区
間
は
標
準
設
置
へ

「緊急度が高いのでさらに進める」と赤羽国交相

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
九
州

支
社
佐
世
保
工
事
事
務
所
は

4
月
20
日
か
ら
、
事
務
所
を

長
崎
県
佐
世
保
市
本
島
町
か

ら
、
同
市
干
尽
町
（
ひ
づ
く

し
ま
ち
）
に
移
転
し
営
業
を

開
始
し
た
。

新
所
在
地
は
、
〒
8
5
7

―
0
8
5
2
長
崎
県
佐
世
保

市
干
尽
町
3
番
3
号
、
電
話

0
9
5
6
（
59
）
8
7
7
7

Ｆ
Ａ
Ｘ
0
9
5
6
（
59
）
8

8
8
5
。
営
業
時
間
は
午
前

9
時
〜
午
後
5
時
30
分
。

同
事
務
所
は
、
西
九
州
自

動
車
道「
佐
世
保
道
路
」佐
々

Ｉ
Ｃ
〜
佐
世
保
大
塔
Ｉ
Ｃ
間

（
延
長
16
・
9
㌔
）
の
4
車

線
化
事
業
推
進
の
た
め
、
18

年
4
月
16
日
に
開
設
さ
れ

た
。

佐
世
保（
工
）移
転

西
日
本
九
州
支
社

(2)2020年(令和２年)4月25日旬 刊（第三種郵便物認可）第1819号



通行台数（台）
道　路　名 対比（Ａ）／

（Ｂ）×１００
前年同月
日平均（Ｂ）

日平均
（Ａ）

東日本高速道路株式会社
１００.１％６,９５３６,９５７長 野 自 動 車 道
１００.８％３１６,６９４３１８,５９９東 北 自 動 車 道
１０７.４％６,８３１７,３３９八 戸 自 動 車 道
１０４.０％３,９７６４,１３６青 森 自 動 車 道
９８.８％１８,６７３１８,４５６秋 田 自 動 車 道
１０２.４％２３,３８６２３,９５６日本海東北自動車道
１０３.０％２,４３９２,５１２釜 石 自 動 車 道
１０１.２％２０,０２６２０,２６３山 形 自 動 車 道
２０５.９％４,７７５９,８２９東 北 中 央 道
１０１.１％１９,３３５１９,５５０磐 越 自 動 車 道
９８.６％４８,１７３４７,４７６札 樽 自 動 車 道
９９.５％８,３４７８,３０４道 東 自 動 車 道
９９.７％１０５,０３１１０４,７２３道 央 自 動 車 道
１３１.３％１,７２２２,２６１後 志 自 動 車 道
１０１.１％２０９,９１０２１２,２１０常 磐 自 動 車 道
９９.７％１９８,７１８１９８,２０５東 関 東 自 動 車 道
１０６.７％６,６３６７,０８３新 空 港 自 動 車 道
１００.５％８０,８１６８１,２２０館 山 自 動 車 道
１０３.５％１９９,０２６２０６,０４３東京外環自動車道
９９.７％２０９,２６２２０８,６３１関 越 自 動 車 道
９９.７％７７,３３６７７,０７５北 関 東 自 動 車 道
１０１.４％５８,２６６５９,０８０上 信 越 自 動 車 道
１００.２％５０,３１９５０,４３７北 陸 自 動 車 道
１００.７％２,９０３,３８３２,９２４,６１３（合計）

中日本高速道路株式会社
９９.０％４１９,０２３４１４,７４１東 名 高 速 道 路
１１５.８％４７,１４８５４,５８８新 東 名 高 速 道 路
９９.５％８１,０１９８０,６２４名 神 高 速 道 路
１００.０％２３５,８６７２３５,７８３中 央 自 動 車 道
１００.４％３６,９４５３７,０８２長 野 自 動 車 道
１００.６％１０２,８４０１０３,４５１北 陸 自 動 車 道
１５３.０％３,１９１４,８８３中部横断自動車道

－０１,７７５中部横断自動車道－１
９９.２％９５,８５０９５,０７７東 名 阪 自 動 車 道
９９.８％１８０,８１６１８０,４８８名古屋第二環状自動車道
９９.５％５１,４０１５１,１６２東海北陸自動車道
９８.９％１４１,１１２１３９,５５０第二東名自動車道
９７.４％６１,７４７６０,１２０第二名神自動車道
２０１.８％３,１３７６,３２９新名神高速道路－１
１０１.８％３３,８３９３４,４５６伊 勢 自 動 車 道
１０１.３％５,２４０５,３０８紀 勢 自 動 車 道
１０２.９％１,８０１１,８５３舞鶴若狭自動車道
１００.６％１,９５５,２３４１,９６７,３１０（合計）

西日本高速道路株式会社
９９.２％１７６,４５５１７５,１３１名 神 高 速 道 路
１０５.６％３６,４０８３８,４４６新 名 神 高 速 道 路
１００.２％２０２,７４２２０３,２０１阪 和 自 動 車 道
１００.４％１０,０１４１０,０５２関西空港自動車道
９７.３％１４２,３８８１３８,５７４西 名 阪 自 動 車 道
１０１.１％１６９,６１０１７１,４９９近 畿 自 動 車 道
９９.３％２３,６６２２３,４８７舞鶴若狭自動車道
１００.１％１３６,１０５１３６,２１９中 国 自 動 車 道
９９.１％６８０６７４播 磨 自 動 車 道
９９.４％１,３８９１,３８１岡 山 自 動 車 道
９９.６％２５４,７３７２５３,６８１山 陽 自 動 車 道
１００.８％２３,７３５２３,９２５広 島 自 動 車 道
１０１.３％６,２９７６,３８１米 子 自 動 車 道
１０１.２％４,９１２４,９７３浜 田 自 動 車 道
１０５.０％２,３７７２,４９６松 江 自 動 車 道
１０４.０％１１,９１４１２,３９６山 陰 自 動 車 道
１０１.５％６０,２０２６１,１０１高 松 自 動 車 道
９９.９％５２,７４８５２,６８０松 山 自 動 車 道
９９.３％２４,９０８２４,７３１高 知 自 動 車 道
９９.９％１１,７２３１１,７０８徳 島 自 動 車 道
１０２.９％２０,５０６２１,０９４関 門 橋
１００.４％２５７,５２５２５８,６３９九 州 自 動 車 道
１００.３％１８,１８６１８,２４５宮 崎 自 動 車 道
１００.９％６３,７８６６４,３７１長 崎 自 動 車 道
９９.２％５２,７６３５２,３５８大 分 自 動 車 道
１０１.８％６４,７７１６５,９４４東 九 州 自 動 車 道
１００.３％１０４,０１３１０４,３６１沖 縄 自 動 車 道
１０２.５％２,９６５,０６１３,０４０,５６６（合計）

２０１９年１２月　東・中・西日本
高速道路の交通量と料金収入

料金収入（千円）
会 社 名 対比（Ａ）／

（Ｂ）×１００
前年同
月比（Ｂ）月計（Ａ）

１００.８％６９,５９１,４３３７０,１７６,６０７東 日 本 高 速 道 路
１０１.３％５７,２７１,６８９５８,０００,２５８中 日 本 高 速 道 路
１０３.５％６６,２１２,１１７６８,５５０,１６３西 日 本 高 速 道 路

※すべて速報値となるため変更となる可能性があります。

※２０１５年度より、交通量、料金収入の合計値には、一般有料道路分が含まれる。

台風19号で被災Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
関
東

支
社
は
、
19
年
東
日
本
台
風

（
台
風
19
号
）
の
影
響
で
被

災
し
た
上
信
越
自
動
車
道
・

碓
氷
軽
井
沢
Ｉ
Ｃ
〜
佐
久
Ｉ

Ｃ
間
の
4
車
線
化
工
事
が
完

了
し
、
3
日
夕
方
か
ら
上
下

線
各
2
車
線
の
4
車
線
で
の

通
行
を
開
始
し
た
。

同
区
間
は
、
19
年
東
日
本

台
風
に
よ
り
盛
土
の
変
状
が

発
生
し
、
一
時
通
行
止
め
を

実
施
す
る
な
ど
し
て
緊
急
対

策
工
事
を
行
っ
て
い
た
が
、

19
年
10
月
23
日
よ
り
一
時
通

行
止
め
を
解
除
し
、
上
下
各

1
車
線
で
の
対
面
通
行
を
実

施
し
て
い
た
。
3
月
31
日
午

前
5
時
か
ら
、
夜
間
通
行
止

め
を
行
い
、
4
車
線
化
復
旧

工
事
を
実
施
し
、
3
日
夕
方

か
ら
4
車
線
で
の
通
行
が
可

能
に
な
っ
た
。

上
信
越
自
動
車
道
は
、
19

年
12
月
5
日
に
信
濃
町
Ｉ
Ｃ

〜
上
越
Ｊ
Ｃ
Ｔ
間
（
延
長
37

・
5
㌔
）
が
4
車
線
化
開
通

し
た
こ
と
に
よ
り
、
藤
岡
Ｊ

Ｃ
Ｔ
〜
上
越
Ｊ
Ｃ
Ｔ
間
延
長

2
0
3
㌔
が
全
線
4
車
線
化

し
た
。
今
回
、
碓
氷
軽
井
沢

Ｉ
Ｃ
〜
佐
久
Ｉ
Ｃ
間
の
4
車

線
化
復
旧
工
事
の
完
了
に
よ

り
、
全
線
で
4
車
線
通
行
が

可
能
に
な
っ
た
。

上
信
越
道
・
碓
氷
軽
井
沢
〜
佐
久
間

４
車
線
化
の
復
旧
工
事
が
完
了

４４
月月
３３
日日
夕夕
方方
かか
らら
通通
行行
開開
始始

４車線化復旧後の碓氷軽井沢～佐久間

国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整

備
局
と
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本

は
、
京
都
と
大
阪
を
結
ぶ
地

域
高
規
格
道
路
「
第
二
京
阪

道
路
」（
延
長
28
・
3
㌔
）

が
10
年
3
月
20
日
の
全
線
開

通
か
ら
10
周
年
を
迎
え
た
こ

と
に
伴
い
、「
全
線
開
通
10

周
年
専
用
サ
イ
ト
」
を
開
設

し
、
整
備
効
果
な
ど
を
取
り

ま
と
め
発
表
し
た
。

国
道
1
号
の
慢
性
的
な
渋

滞
だ
け
で
は
な
く
、
京
都
と

大
阪
を
結
ぶ
高
速
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
補
う
な
ど
、
京

阪
間
の
大
動
脈
と
し
て
地
域

の
生
活
・
経
済
活
動
・
交
流

に
寄
与
し
て
い
る
。

第
二
京
阪
が
通
過
す
る
京

都
、
大
阪
府
域
7
市
1
町
で

は
、
開
通
前
の
09
年
と
開
通

後
の
17
年
と
比
べ
、
法
人
税

収
が
37
％
増
と
、
大
阪
府
全

体
の
伸
び
率
13
％
増
よ
り
20

％
以
上
高
い
伸
び
を
示
し

た
。ま

た
、
京
都
市
内
〜
大
阪

港
間
の
所
要
時
間
は
、
66
分

か
ら
56
分
（
05
年
〜
15
年
）

と
10
分
短
縮
し
沿
線
に
は
近

年
、
物
流
関
連
企
業
が
多
く

立
地
。
大
阪
港
か
ら
京
都
方

面
へ
の
大
型
車
の
断
面
交
通

量
は
年
々
増
加
し
、
京
都
方

面
へ
の
コ
ン
テ
ナ
取
扱
額
が

08
年
〜
18
年
で
約
1
・
3
倍

増
加
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
京
都
駅
か
ら

関
西
国
際
空
港
間
の
所
要
時

間
が
1
0
5
分
か
ら
88
分

（
09
年
〜
19
年
）
に
17
分
短

縮
。
関
西
国
際
空
港
〜
京
都

間
の
ル
ー
ト
を
名
神
か
ら
第

二
京
阪
へ
の
最
短
経
路
へ
ル

ー
ト
変
更
し
、
リ
ム
ジ
ン
バ

ス
が
69
便
増
加
す
る
な
ど
、

産
業
、
物
流
、
観
光
と
い
っ

た
観
点
か
ら
、
京
阪
神
の
活

性
化
を
担
っ
て
き
た
。

第
二
京
阪
道
路
で
は
、
新

名
神
高
速
道
路
や
淀
川
左
岸

線
2
期
・
淀
川
左
岸
線
延
伸

部
等
、
直
結
す
る
新
道
路
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
へ
期
待
が
高
ま

っ
て
い
る
。

京
都
と
大
阪
を
結
ぶ
大
動
脈

整
備
効
果
な
ど

専
用
サ
イ
ト

開
設

第第
二二
京京
阪阪
道道
路路
がが
全全
通通
1100
周周
年年

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
名
古

屋
支
社
は
、
5
月
11
日
0
時

〜
7
月
19
日
24
時
ま
で
の
70

日
間
、
東
名
高
速
の
名
古
屋

Ｉ
Ｃ
〜
春
日

井
Ｉ
Ｃ
間

で
、
昼
夜
連

続
・
対
面
通

行
規
制
（
上

下
線
）
を
実

施
す
る
。
下

り
線
の
工
事

は
3
月
に
完

了
し
て
お

り
、
今
回
は

上
り
線
側
の

工
事
と
な

る
。高

速
道
路

リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
一
環

と
し
て
、
開

通
か
ら
51
年

が
経
過
し
た

同
区
間
の
庄
内
川
橋
・
神
領

橋
（
上
り
線
）
の
老
朽
化
し

た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
床
版
を
、

新
し
い
床
版
に
取
り
替
え
る

工
事
を
実
施
す
る
。

交
通
規
制
が
行
わ
れ
る
期

間
中
は
、
走
行
可
能
な
車
線

数
が
片
側
2
車
線
か
ら
1
車

線
に
減
少
す
る
こ
と
か
ら
、

朝
・
夕
を
中
心
に
工
事
区
間

前
後
で
最
大
10
㌔
程
度
の
渋

滞
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
外

出
の
際
は
東
海
環
状
道
や
名

二
環
、
名
古
屋
高
速
ま
た

は
、
一
般
道
へ
の
迂
回
を
呼

び
か
け
て
い
る
。

東
海
環
状
道
へ
の
迂
回
に

協
力
す
る
と
、
同
社
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト
「
迂
回
あ
り
が
と
う

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
で
、
ガ
ソ

リ
ン
代
相
当
と
し
て
5
百
円

相
当
の
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
。

５
月
11
日
０
時
〜
７
月
19
日
24
時

東
名
・
名
古
屋
〜
春
日
井
間

昼
夜
連
続
・
対
面
通
行
規
制（
上
下
）

埼
玉
県
三
郷
市
と
Ｎ
Ｅ
Ｘ

Ｃ
Ｏ
東
日
本
谷
和
原
管
理
事

務
所
が
整
備
を
進
め
て
い

た
、
常
磐
自
動
車
道
の
三
郷

料
金
所
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
が
4

月
24
日
午
後
3
時
か
ら
、
利

用
車
種
制
限
が
な
く
な
り
、

Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
の
全
車
種
が
利
用

可
能
に
な
っ
た
。

三
郷
料
金
所
ス
マ
ー
ト
Ｉ

Ｃ
は
、
三
郷
Ｊ
Ｃ
Ｔ
〜
流
山

Ｉ
Ｃ
間
の
本
線
に
接
続
す
る

一
旦
停
止
型
の
ハ
ー
フ
Ｉ
Ｃ

形
式
（
水
戸
方
面
の
み
利
用

可
能
）
で
、
24
時
間
運
用
。

全
車
種
が
利
用
可
能
に
な

る
こ
と
で
、
茨
城
県
水
戸
方

面
へ
大
型
車
の
高
速
道
路
へ

の
ア
ク
セ
ス
時
間
が
短
縮
す

る
ほ
か
、
企
業
誘
致
や
産
業

活
性
化
が
期
待
さ
れ
る
。

三
郷
料
金
所
ス
マ
ー
ト
Ⅰ

Ｃ
〜
谷
和
原
Ｉ
Ｃ
間
（
延
長

14
・
9
㌔
）
の
通
常
通
行
料

金
は
、
中
型
車
7
5
0
円
、

大
型
車
9
6
0
円
。
Ｅ
Ｔ
Ｃ

深
夜
割
引
（
午
前
0
時
〜
午

前
4
時
）
の
30
％
割
引
も
適

用
可
能
。

常
磐
道
「
三
郷
料
金
所
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
」

４
月
24
日
午
後
３
時
か
ら

Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
全
車
種
が
利
用
可
能
に
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全体事業費
（百万円）市町村名

箇所名
都道府県

箇所名路線名
２,６６０七飯町～森町七飯～大沼北海道縦貫自動車道

北海道

２,０００士別市～名寄市士別剣淵～名寄北海道縦貫自動車道
７,９００本別町～釧路市本別～釧路北海道横断自動車道
１,４００陸別町～北見市足寄～北見北海道横断自動車道
１,０００倶知安町～共和町倶知安余市道路（倶知安～共和）国道５号
８,０８０共和町～余市町倶知安余市道路（共和～余市）国道５号
１,２８０北見市～美幌町端野高野道路国道３９号
５,６７０音威子府村～中川町音威子府バイパス国道４０号
４５根室市根室道路国道４４号

３,６９０北斗市～木古内町茂辺地木古内道路国道２２８号
１１０留萌市幌糠留萌道路国道２３３号
９,７００日高町～新ひだか町厚賀静内道路国道２３５号
１,０４０大樹町～広尾町大樹広尾道路（忠類大樹～豊似）国道２３６号
４,７００七戸町天間林道路国道４５号

青森県
３１４青森市～五所川原市浪岡五所川原道路国道１０１号
３８５つがる市柏浮田道路国道１０１号
３２９階上町三陸沿岸道路（侍浜～階上）※国道４５号
６８６宮古市三陸沿岸道路（宮古中央～田老）※国道４５号

岩手県
７,０５８田野畑村三陸沿岸道路（田野畑南～尾肝要）※国道４５号
１,１１３田野畑村～普代村三陸沿岸道路（尾肝要～普代）※国道４５号
４５,４９７普代村～久慈市三陸沿岸道路（普代～久慈）※国道４５号
１９,０１３洋野町～久慈市三陸沿岸道路（侍浜～階上）※国道４５号
６２５石巻市～登米市三陸沿岸道路（桃生登米道路）※国道４５号

宮城県 ３１１南三陸町～気仙沼市三陸沿岸道路（歌津～本吉）※国道４５号
３３,７６９気仙沼市三陸沿岸道路（気仙沼～唐桑南）※国道４５号
３００由利本荘市本荘～岩城日本海沿岸東北自動車道

秋田県

３,２００にかほ市遊佐象潟道路国道７号
５,５００能代市～北秋田市二ツ井今泉道路国道７号
２７８北秋田市鷹巣大館道路（�期）国道７号
８００湯沢市真室川雄勝道路国道１３号
１,２５０湯沢市横堀道路国道１３号
４,５００酒田市～遊佐町酒田みなと～遊佐日本海沿岸東北自動車道

山形県

９５０東根市～尾花沢市東根～尾花沢東北中央自動車道
３,０００鶴岡市朝日温海道路国道７号
２,０００遊佐町遊佐象潟道路国道７号
４,６０７新庄市泉田道路国道１３号
２,４００新庄市～金山町新庄金山道路国道１３号
３００金山町金山道路国道１３号
８００真室川町真室川雄勝道路国道１３号

２３,８２３伊達市～桑折町相馬福島道路（霊山～福島）※国道１１５号福島県
１２,９５０潮来市～鉾田市潮来～鉾田東関東自動車道水戸線

茨城県 ３４５桜川市桜川筑西ＩＣ関連（延伸）国道５０号
４五霞町～つくば市首都圏中央連絡自動車道（五霞～つくば）国道４６８号
５０八潮市～松伏町東埼玉道路（八潮～松伏）※有料導入国道４号

埼玉県
３,９５０吉川市～春日部市東埼玉道路（延伸）国道４号
２,０６８さいたま市～上尾市新大宮上尾道路（与野～上尾南）※首都高合併国道１７号
４５三郷市外環道関連（三郷地区）国道２９８号

１,４５０松戸市～市川市東京外かく環状道路（千葉県区間）国道２９８号

千葉県
１０神崎町～成田市首都圏中央連絡自動車道（つくば～大栄）国道４６８号

１,７４０成田市～山武市首都圏中央連絡自動車道（大栄～横芝）国道４６８号
５東金市～茂原市首都圏中央連絡自動車道（東金茂原道路）国道４６８号
９５茂原市～木更津市首都圏中央連絡自動車道（茂原～木更津）国道４６８号

２０,０００練馬区～世田谷区関越～東名東京外かく環状道路東京都
４０茅ヶ崎市～大磯町新湘南バイパス国道１号

神奈川県
１,７８５秦野市秦野ＩＣ関連国道２４６号
１５,６８２横浜市首都圏中央連絡自動車道（金沢～戸塚）国道４６８号
３１,５００横浜市～藤沢市首都圏中央連絡自動車道（横浜湘南道路）国道４６８号
１５,１３６南部町～市川三郷町富沢～六郷中部横断自動車道山梨県
４８信濃町野尻ＩＣ関連国道１８号

長野県
１,０００松本市松本波田道路国道１５８号
３,４４０飯田市～喬木村飯喬道路国道４７４号
３,６４０飯田市青崩峠道路国道４７４号

２０２０年度予算箇所表直轄事業（高規格幹線道路関係）２０２０年度予算箇所表直轄事業（高規格幹線道路関係） ＝全高速調べ＝全高速調べ＝＝
既報の通り、国土交通省は 3月31日、20年度道路関係予算 2兆3553億

円の配分を行った。全高速調べによると、直轄事業 1兆4365億円のうち、
高規格幹線道路関係への配分額は6125億3100万円。先の道路分科会事業
評価部会で新規採択が決まった北近畿豊岡自動車道・豊岡道路（Ⅱ期）、
山陰自動車道・益田西道路、九州横断自動車道延岡線・蘇陽五ヶ瀬道路

に対して、各5000万円が配分された。箇所別配分額のトップは、復興庁
配分の三陸沿岸道路・普代～久慈（454億9700万円）で、同・気仙沼～
唐桑南（337億6900万円）が続いた。

注1）※は復興庁からの配布
注2） は20年度新規事業採択箇所

第1819号（第三種郵便物認可）旬 刊2020年（令和２年）4月25日(11)



全体事業費
（百万円）市町村名

箇所名
都道府県

箇所名路線名
３０村上市荒川～朝日日本海沿岸東北自動車道

新潟県
１０,１００村上市朝日温海道路国道７号
３,３２０輪島市輪島道路（�期）国道４７０号

石川県 １,５００輪島市輪島道路国道４７０号
３５０七尾市田鶴浜七尾道路国道４７０号
２,１００高山市高山清見道路国道１５８号

岐阜県
１０土岐市～関市東海環状自動車道（土岐～関）国道４７５号

１４,８７９関市～養老町東海環状自動車道（関～養老）国道４７５号
１１,４７０養老町～海津市東海環状自動車道（養老～北勢）国道４７５号
１０沼津市～函南町東駿河湾環状道路国道１号

静岡県

６００沼津市東駿河湾環状道路（沼津岡宮～愛鷹）国道１号
７００下田市河津下田道路（�期）国道４１４号
８,９４０河津町～下田市河津下田道路（�期）国道４１４号
２,６４０浜松市青崩峠道路国道４７４号
３４０浜松市水窪佐久間道路国道４７４号
１,７１０名古屋市～飛島村名古屋環状２号線（名古屋西～飛島）近畿自動車道伊勢線

愛知県 ３,７８０名古屋市～名古屋市名古屋環状２号線国道３０２号
５,２４０東栄町～新城市三遠南信自動車道（佐久間道路・三遠道路）国道４７４号
１,９４０熊野市熊野道路国道４２号

三重県

４,５７０尾鷲市熊野尾鷲道路（�期）国道４２号
３４０熊野市～紀宝町紀宝熊野道路国道４２号
４,１００紀宝町新宮紀宝道路国道４２号
２,５１０いなべ市東海環状自動車道（養老～北勢）国道４７５号
１,４４０いなべ市～四日市市東海環状自動車道（北勢～四日市）国道４７５号
１,４５０大野市大野油坂道路（大野・大野東区間）国道１５８号

福井県 １４,６５０大野市大野油坂道路（大野東・和泉区間）国道１５８号
１２,５６７大野市大野油坂道路（和泉・油坂区間）国道１５８号
１０木津川市大和北道路（奈良北～奈良）国道２４号京都府
８００門真市～大阪市淀川左岸線延伸部※阪神関係国道１号大阪府
５０豊岡市豊岡道路（�期）国道４８３号

兵庫県 ２,７００豊岡市豊岡道路国道４８３号
２,０００豊岡市日高豊岡南道路国道４８３号
４４０奈良市大和北道路（奈良北～奈良）国道２４号

奈良県
４,７５０奈良市～大和郡山市大和北道路国道２４号
９,４５０大和郡山市～五條市大和御所道路国道２４号
１４０山添村～天理市名阪道路国道２５号
２,０００新宮市新宮紀宝道路国道４２号

和歌山県
１００新宮市新宮道路国道４２号
６００那智勝浦町～串本町串本太地道路国道４２号
９,８００串本町～すさみ町すさみ串本道路国道４２号
１,６６７智頭町～鳥取市智頭～鳥取中国横断自動車道姫路鳥取線

鳥取県

１５０鳥取市鳥取西道路国道９号
１５０鳥取市鳥取西道路（�期）国道９号
１３０鳥取市鳥取西道路（�期）国道９号
３,１７０湯梨浜町～琴浦町北条道路国道９号
５５５大山町～米子市米子道路国道９号
４,４５０出雲市出雲・湖陵道路国道９号

島根県

４,２４９出雲市湖陵・多伎道路国道９号
５,４４１大田市大田・静間道路国道９号
５,４１７大田市静間・仁摩道路国道９号
２,２４３大田市～江津市福光・浅利道路国道９号
７,６１７浜田市～益田市三隅・益田道路国道９号
５０益田市益田西道路国道１９１号
５４５尾道市～三次市尾道～三次中国横断自動車道尾道松江線

広島県 ２６０三次市～庄原市三次～三刀屋木次中国横断自動車道尾道松江線
２,５３７呉市～東広島市東広島・呉道路国道３７５号
２,７１５阿武町木与防災国道１９１号

山口県
２,９６０下関市～長門市俵山・豊田道路国道４９１号
１５,０００阿南市～徳島市阿南～徳島東四国横断自動車道阿南四万十線徳島県
１,７１０愛南町～宇和島市津島道路国道５６号

愛媛県
２,６６０今治市今治道路国道１９６号
５,６８０高知市～南国市高知南国道路国道５５号

高知県

２,６００南国市～芸西村南国安芸道路国道５５号
２,７３６芸西村～安芸市南国安芸道路（芸西西～安芸西）国道５５号
４,９７０四万十町～黒潮町窪川佐賀道路国道５６号
１,５００黒潮町佐賀大方道路国道５６号
１２７四万十市～宿毛市中村宿毛道路国道５６号
５００福岡市～糸島市今宿道路国道４９７号福岡県
１,５９０伊万里市伊万里道路国道４９７号

佐賀県
５５０伊万里市伊万里松浦道路国道４９７号
８,０００松浦市～佐々町松浦佐々道路国道４９７号長崎県
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全体事業費
（百万円）市町村名

箇所名
都道府県

箇所名路線名

５,７１０御船町～山都町嘉島ＪＣＴ～矢部九州横断自動車道延岡線

熊本県 ６,７００芦北町～水俣市芦北出水道路国道３号

２５山都町蘇陽五ヶ瀬道路国道２１８号

５,４３６宮崎市～日南市清武ＪＣＴ～北郷東九州自動車道

宮崎県

２５五ヶ瀬町蘇陽五ヶ瀬道路国道２１８号

６８０五ヶ瀬町～高千穂町五ヶ瀬高千穂道路国道２１８号

１,４９０高千穂町～日之影町高千穂日之影道路国道２１８号

８５０日南市日南・志布志道路国道２２０号

３００日南市、串間市油津・夏井道路国道２２０号

１０,８３０志布志市～曽於市志布志～末吉財部東九州自動車道

鹿児島県

３,０００出水市芦北出水道路国道３号

１,４８０阿久根市～薩摩川内市阿久根川内道路国道３号

８５０志布志市日南・志布志道路国道２２０号

１５４志布志市油津・夏井道路国道２２０号

１２,２００那覇市～豊見城市小禄道路国道５０６号
沖縄県

２０豊見城市～南風原町豊見城東道路国道５０６号

①
工
事
種
別
②
工
事
場
所
③

工
期
④
工
事
概
要
⑤
公
告
等
予

定
時
期
⑥
入
札
予
定
時
期
⑦
発

注
規
模

◇

▽
広
島
呉
道
路
呉
ト
ン
ネ
ル

工
事
＝
①
土
木
工
事
②
広
島
県

呉
市
③
約
66
カ
月
④
延
長
約
3

・
5
㌔
、
ト
ン
ネ
ル
延
長
約
2

・
5
㌔
、
切
盛
土
量
約
5
万
立

法
㍍
、
橋
脚
・
橋
台
約
20
基
、

橋
脚
補
強
約
5
基
、
Ｐ
Ｃ
上
部

工

約
0
・
5
千
平
方
㍍
⑤
第

3
四
半
期
⑥
第
4
四
半
期
⑦
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
工
事
Ｗ
Ｔ
Ｏ
基
準
価

格
以
上

▽
米
子
自
動
車
道
谷
川
ト
ン

ネ
ル
他
1
ト
ン
ネ
ル
工
事
＝
①

土
木
工
事
②
鳥
取
県
西
伯
郡
伯

耆
町
③
約
40
カ
月
④
延
長
約
2

㌔
、
ト
ン
ネ
ル
延
長
約
1
㌔
、

切
盛
土
量
約
4
万
立
法
㍍
、
橋

台
・
橋
脚
約
15
基
、
Ｒ
Ｃ
上
部

工

約
0
・
5
千
平
方
㍍
、
橋

脚
補
強
約
5
基
⑤
第
3
四
半
期

⑥
第
4
四
半
期
⑦
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

工
事
Ｗ
Ｔ
Ｏ
基
準
価
格
以
上

▽
広
島
呉
道
路
坂
工
事
＝
①

土
木
工
事
②
広
島
県
安
芸
郡
坂

町
③
約
48
カ
月
④
延
長
約
3
・

5
㌔
、
切
盛
土
量

約
30
万
立

法
㍍
、
橋
脚
・
橋
台
約
15
基
、

橋
脚
補
強
約
10
基
⑤
第
4
四
半

期
⑥
令
和
3
年
度
第
1
四
半

期
、
任
意
着
手
方
式
⑦
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
工
事
Ｗ
Ｔ
Ｏ
基
準
価
格
以

上
▽
中
国
自
動
車
道
（
特
定
更

新
等
）
馬
越
ト
ン
ネ
ル
他
7
ト

ン
ネ
ル
覆
工
補
強
工
事
＝
①
土

木
工
事
②
広
島
県
山
県
郡
安
芸

太
田
町
〜
広
島
県
廿
日
市
市
③

約
38
カ
月
④
覆
工
補
強
対
策
工

約
1
0
0
0
㍍
⑤
第
2
四
半
期

⑥
第
3
四
半
期
⑦
Ｗ
Ｔ
Ｏ
基
準

価
格
以
上

▽
広
島
自
動
車
道
（
特
定
更

新
等
）
伴
高
架
橋
（
上
り
線
）

他
1
橋
床
版
取
替
工
事
＝
①
橋

梁
補
修
改
築
工
事
②
広
島
市
③

約
39
カ
月
④
詳
細
設
計
1
式
、

床
版
取
替
約
4
千
平
方
㍍
、
橋

脚
補
強
1
式
、
落
橋
防
止
構
造

1
式
、
対
象
橋
梁
（
奥
畑
川
橋

上
り
線
、
伴
高
架
橋
橋
上
り

線
）
⑤
令
和
元
年
度
第
4
四
半

期
⑥
第
1
四
半
期
⑦
Ｗ
Ｔ
Ｏ
基

準
価
格
以
上

▽
中
国
自
動
車
道
（
特
定
更

新
等
）
江
の
川
第
三
橋
他
1
橋

床
版
取
替
工
事
＝
①
橋
梁
補
修

改
築
工
事
②
広
島
県
三
次
市
〜

広
島
県
安
芸
高
田
市
③
約
34
カ

月
④
詳
細
設
計

1
式
、
床
版

取
替
約
3
千
平
方
㍍
、
支
承
取

替
1
式
、
落
橋
防
止
構
造
1

式
、
対
象
橋
梁
（
江
の
川
第
三

橋
上
下
線
、
房
後
川
橋
上
下

線
）
⑤
令
和
元
年
度
第
4
四
半

期
⑥
第
1
四
半
期
⑦
Ｗ
Ｔ
Ｏ
基

準
価
格
以
上

▽
中
国
自
動
車
道
（
特
定
更

新
等
）
四
十
八
瀬
川
橋
他
1
橋

床
版
取
替
工
事
＝
①
橋
梁
補
修

改
築
工
事
②
山
口
県
山
口
市
〜

山
口
県
美
祢
市
③
約
37
カ
月
④

詳
細
設
計
1
式
、
床
版
取
替
約

4
千
平
方
㍍
、
橋
脚
補
強
1

式
、
支
承
取
替

1
式
、
落
橋

防
止
構
造
1
式
、対
象
橋
梁（
四

十
八
瀬
川
橋
上
下
線
、
山
田
橋

下
り
線
）
⑤
令
和
元
年
度
第
4

四
半
期
⑥
第
1
四
半
期
⑦
Ｗ
Ｔ

Ｏ
基
準
価
格
以
上

▽
中
国
自
動
車
道
（
特
定
更

新
等
）
小
坂
部
橋
（
下
り
線
）

他
2
橋
床
版
取
替
工
事
＝
①
橋

梁
補
修
改
築
工
事
②
岡
山
県
新

見
市
③
約
30
カ
月
④
詳
細
設
計

1
式
、
床
版
取
替
約
6
千
平
方

㍍
、
塗
替
塗
装
約
20
千
平
方

㍍
、
支
承
取
替
1
式
、
落
橋
防

止
構
造

1
式
、対
象
橋
梁（
備

中
川
橋
下
り
線
、
下
布
瀬
橋
下

り
線
、
小
坂
部
川
橋
下
り
線
）

⑤
令
和
元
年
度
第
4
四
半
期
⑥

第
1
四
半
期
⑦
Ｗ
Ｔ
Ｏ
基
準
価

格
以
上

▽
中
国
自
動
車
道
（
特
定
更

新
等
）
上
萩
原
橋
他
8
橋
床
版

取
替
工
事
＝
①
橋
梁
補
修
改
築

工
事
②
広
島
県
山
県
郡
安
芸
太

田
町
③
約
50
カ
月
④
詳
細
設
計

1
式
、
床
版
取
替
約
11
千
平
方

㍍
、
塗
替
塗
装
約
1
千
平
方

㍍
、
舗
装
補
修
工
約
5
万
平
方

㍍
、
床
版
補
修
工
約
7
千
平
方

㍍
、
対
象
橋
梁
（
上
萩
原
橋
上

り
線
、
椿
山
橋
下
り
線
、
絵
堂

橋
下
り
線
、
小
原
橋
下
り
線
、

下
大
井
橋
下
り
線
、
上
大
井
橋

下
り
線
、
上
馬
越
橋
下
り
線
、

高
梁
橋
下
り
線
、
坂
原
橋
下
り

線
）
⑤
令
和
元
年
度
第
4
四
半

期
⑥
第
1
四
半
期
⑦
Ｗ
Ｔ
Ｏ
基

準
価
格
以
上

▽
中
国
自
動
車
道
（
特
定
更

新
等
）
容
谷
橋
他
1
橋
床
版
取

替
工
事
＝
①
橋
梁
補
修
改
築
工

事
②
山
口
県
岩
国
市
③
約
37
カ

月
④
詳
細
設
計

1
式
、
床
版

取
替
約
3
千
平
方
㍍
、
支
承
取

替
1
式
、
落
橋
防
止
構
造
1

式
、
舗
装
補
修
工
約
15
千
平
方

㍍
、
床
版
補
修
工
約
3
千
平
方

㍍
、
対
象
橋
梁
（
容
谷
橋
上
り

線
、
樋
ノ
尾
橋
上
り
線
）
⑤
令

和
元
年
度
第
4
四
半
期
⑥
第
1

四
半
期
⑦
Ｗ
Ｔ
Ｏ
基
準
価
格
以

上
▽
中
国
自
動
車
道
（
特
定
更

新
等
）
旭
川
橋
他
1
橋
床
版
取

替
工
事
＝
①
橋
梁
補
修
改
築
工

事
②
岡
山
県
真
庭
市
③
約
38
カ

月
④
詳
細
設
計

1
式
、
床
版

取
替
約
4
千
平
方
㍍
、
塗
替
塗

装
約
18
千
平
方
㍍
、
支
承
取
替

1
式
、
落
橋
防
止
構
造
1
式
、

対
象
橋
梁
（
旭
川
橋
上
下
線
、

河
内
川
橋
上
下
線
）
⑤
第
1
四

半
期
⑥
第
2
四
半
期
⑦
Ｗ
Ｔ
Ｏ

基
準
価
格
以
上

▽
中
国
自
動
車
道
（
特
定
更

新
等
）
吉
野
川
橋
他
2
橋
床
版

取
替
工
事
＝
①
橋
梁
補
修
改
築

工
事
②
岡
山
県
津
山
市
〜
岡
山

県
美
作
市
③
約
45
カ
月
④
詳
細

設
計
1
式
、
床
版
取
替
約
5
千

平
方
㍍
、
床
版
防
水
約
2
千
平

方
㍍
、
塗
替
塗
装
約
10
千
平
方

㍍
、
支
承
取
替
1
式
、
落
橋
防

止
構
造
1
式
、
対
象
橋
梁
（
吉

野
川
橋
上
下
線
、
広
戸
川
橋
上

下
線
、
加
茂
川
橋
上
り
線
）
⑤

第
1
四
半
期
⑥
第
2
四
半
期
⑦

Ｗ
Ｔ
Ｏ
基
準
価
格
以
上

▽
中
国
自
動
車
道
（
特
定
更

新
等
）
宮
脇
橋
他
4
橋
床
版
取

替
工
事
＝
①
橋
梁
補
修
改
築
工

事
②
岡
山
県
新
見
市
③
約
51
カ

月
④
詳
細
設
計
1
式
、
床
版
取

替
約
4
千
平
方
㍍
、
床
版
防
水

約
8
千
平
方
㍍
、
約
塗
替
塗
装

約
17
千
平
方
㍍
、
橋
脚
補
強
1

式
、
支
承
取
替
1
式
、
落
橋
防

止
構
造
1
式
、
対
象
橋
梁
（
宮

脇
橋
上
下
線
、
尾
原
川
橋
上
り

線
、
上
熊
谷
橋
上
り
線
、
熊
谷

川
橋
下
り
線
、下
熊
谷
川
橋（
上

り
線
）
⑤
第
3
四
半
期
⑥
第
4

四
半
期
⑦
Ｗ
Ｔ
Ｏ
基
準
価
格
以

上
▽
中
国
自
動
車
道
（
特
定
更

新
等
）
三
尾
橋
（
下
り
線
）
他

5
橋
床
版
取
替
工
事
＝
①
橋
梁

補
修
改
築
工
事
②
岡
山
県
新
見

市
③
約
49
カ
月
④
詳
細
設
計
1

式
、
床
版
取
替
約
9
千
平
方

㍍
、
床
版
防
水
約
1
千
平
方

㍍
、
塗
替
塗
装
約
25
千
平
方

㍍
、
支
承
取
替
1
式
、
落
橋
防

止
構
造
1
式
、
対
象
橋
梁
（
大

滝
橋
下
り
線
、
山
王
橋
下
り

線
、
古
谷
橋
下
り
線
、
三
尾
橋

下
り
線
、
阿
口
大
橋
下
り
線
、

東
谷
橋
（
下
り
線
）
⑤
第
4
四

半
期
⑥
第
4
四
半
期
⑦
Ｗ
Ｔ
Ｏ

基
準
価
格
以
上

▽
広
島
呉
道
路
天
応
工
事
＝

①
土
木
工
事
②
広
島
県
呉
市
③

約
29
カ
月
④
延
長
約
0
・
5

㌔
、
切
盛
土
量
約
10
万
立
法
㍍

⑤
第
3
四
半
期
⑥
第
4
四
半
期

⑦
7
億
円
以
上
10
億
円
未
満
程

度
▽
中
国
自
動
車
道
（
特
定
更

新
等
）
千
代
田
高
速
道
路
事
務

所
管
内
盛
土
補
強
工
事
（
そ
の

1
）
＝
①
土
木
工
事
②
広
島
県

安
芸
高
田
市
〜
島
根
県
鹿
足
郡

吉
賀
町
他
③
約
15
カ
月
④
水
抜

き
ボ
ー
リ
ン
グ
工
約
5
・
5

㌔
、
の
り
尻
対
策
工
約
0
・
5

㌔
、
盛
土
補
強
土
工
約
1
5
0

0
本
（
後
続
工
事

施
工
箇
所

約
15
箇
所
）
⑤
令
和
元
年
度

第
4
四
半
期
⑥
第
1
四
半
期
⑦

7
億
円
以
上
10
億
円
未
満
程
度

▽
米
子
自
動
車
道
（
特
定
更

新
等
）
久
世
Ｉ
Ｃ
〜
蒜
山
Ｉ
Ｃ

間
盛
土
補
強
工
事
（
そ
の
1
）

＝
①
土
木
工
事
②
岡
山
県
真
庭

市
③
約
16
カ
月
④
水
抜
き
ボ
ー

リ
ン
グ
工
約
4
㌔
、
の
り
尻
対

策
工
約
0
・
5
㌔
、
盛
土
補
強

土
工
約
4
0
0
本
（
後
続
工
事

施
工
箇
所

約
15
箇
所
）
⑤

令
和
元
年
度
第
4
四
半
期
⑥
第

1
四
半
期
⑦
4
億
円
以
上
7
億

円
未
満
程
度

▽
広
島
呉
道
路
仁
保
高
架
橋

他
6
橋
耐
震
補
強
工
事
＝
①
土

木
工
事
②
広
島
市
〜
広
島
県
安

芸
郡
坂
町
③
約
30
カ
月
④
橋
脚

補
強
約
5
基
、
落
橋
防
止
構
造

約
90
基
⑤
第
2
四
半
期
⑥
第
3

四
半
期
⑦
4
億
円
以
上
7
億
円

未
満
程
度

▽
山
陽
自
動
車
道
倉
敷
高
架

橋
耐
震
補
強
工
事
＝
①
土
木
工

事
②
岡
山
県
倉
敷
市
③
約
48
カ

月
④
橋
脚
補
強
約
1
3
0
基
、

落
橋
防
止
構
造

約
1
2
5
基

⑤
第
2
四
半
期
⑥
第
3
四
半
期

⑦
13
億
円
以
上
Ｗ
Ｔ
Ｏ
基
準
価

格
未
満

▽
山
陽
自
動
車
道
足
守
川
橋

他
3
橋
耐
震
補
強
工
事
＝
①
土

木
工
事
②
岡
山
市
③
約
48
カ
月

④
橋
脚
補
強
約
45
基
、
落
橋
防

止
構
造
約
90
基
⑤
第
2
四
半
期

⑥
第
3
四
半
期
⑦
10
億
円
以
上

13
億
円
未
満
程
度

▽
中
国
自
動
車
道
（
特
定
更

新
等
）
三
次
地
区
盛
土
補
強
工

事
＝
①
土
木
工
事
②
広
島
県
三

次
市
③
約
17
カ
月
④
水
抜
き
ボ

ー
リ
ン
グ
工
約
5
0
0
0
㍍
、

の
り
尻
対
策
工

約
5
0
0
㍍

⑤
第
2
四
半
期
⑥
第
3
四
半
期

⑦
7
億
円
以
上
10
億
円
未
満
程

度
▽
中
国
自
動
車
道
（
特
定
更

新
等
）
仏
坂
ト
ン
ネ
ル
他
2
ト

ン
ネ
ル
覆
工
補
強
工
事
＝
①
土

木
工
事
②
山
口
県
周
南
市
〜
山

西西
日日
本本
2200
年年
度度
発発
注注
見見
通通
しし

中中

国国

支支

社社

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
は
１
日
、
発
注
見
通
し
を
公
表
し
た
。
中
国
支
社
で
は
、
本
格
化
す

る
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
受
け
て
、
中
国
自
動
車
道
の
特
定
更
新
等
工
事
15
件
を

発
注
す
る
見
通
し
。
既
に
第
１
四
半
期
に
上
萩
原
橋
他
8
橋
床
版
取
替
工
事
な
ど
大
型
案
件

が
発
注
さ
れ
た
ほ
か
、第
2
四
半
期
に
お
い
て
も
吉
野
川
橋
他
2
橋
、旭
川
橋
他
1
橋
な
ど
、

特
定
更
新
等
の
床
版
取
替
工
事
の
発
注
が
予
定
さ
れ
て
い
る
（
九
州
支
社
は
次
号
掲
載
予

定
）。
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
今
後
、
一
部
で
入
札
手
続
き

期
間
の
延
長
等
が
予
想
さ
れ
、
見
通
し
と
異
な
る
時
期
が
生
じ
る
場
合
も
あ
る
。

中
国
道
特
定
更
新
15
件
予
定

米
子
道
谷
川
ト
ン
ネ
ル
工
事
第
３
四
半
期
に

中
国
支
社

四
国
支
社

〈
14
面
へ
つ
づ
く
〉
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高速道路会社の現況（２０１９年高速道路会社の現況（２０１９年１１１１月分）月分）
＜営業＞

通行台数（千台）料金収入（百万円）
対前年比当月計（日平均）対前年比当月計
１００.２％３,０６９９９.８％７２,９１４東日本
１００.８％２,０９６９９.１％５８,９２９中日本
１０２.４％３,１８３１０１.８％６８,７３２西日本
９８.９％１,０３３１００.３％２４,４９０首 都
１００.０％７３２９９.２％１６,３４９阪 神

１０２.９％（１０１.５％）１２４（１２１）１０４.９％（１００.６％）６,１８３（５,８９５）本 四
＊（   ）は、現時点のネットワークの内、昨年から供用の延伸、料金改定等、特別な事情変更のない道路の（同じ
条件で前年との比較が可能な）データです。 

＜ＳＡ・ＰＡの売上高＞
ＳＡ／ＰＡの内訳営業施設のある休憩所対前年比当月計（百万円）
７８／１２１１９９１０２.０％１３,３８２東日本
５４／１１２１６６９７.６％１７,８１４中日本
９４／９２１８６９８.８％１３,８４６西日本
－－－－首 都
－－－－阪 神
－－－－本 四

＜ＥＴＣの利用状況＞
利用率（％）日平均利用台数（通行総台数）整備率ＥＴＣ料金所数／全料金所数
９０.９％２,２５３,０００（２,４７９,３５７）９９.８％４４８／４４９東日本
９３.２％１,６４９,８６５（１,７７０,１３３）１００.０％２６９／２６９中日本
９０.９％２,５２４,２１５（２,７７６,２４２）１００.０％４７１／４７１西日本
９６.１％９９２,７８７（１,０３３,３７８）１００.０％１７６／１７６首 都
９５.５％６９９,０５１（　　７３２,２５１）１００.０％１４０／１４０＊阪 神
９４.５％１１８,７８０（　　１２５,６３５）１００.０％３８／３８本 四

※しあわせの村の駐車場と併設している「しあわせの村料金所」では、無線使用ができませんのでＥＴＣカー
ドの支払いとなります。

（注）首都高速と阪神高速は平成２４年１月より、料金圏（阪神＝東線・西線・南線／首都＝東京圏、神奈川圏、埼玉圏）撤
廃のため各高速道路１回のご利用で１台として集計（２０１１年１２月までは、料金圏毎の１回のご利用で１台と集計）

口
県
美
祢
市
③
約
30
カ
月
④
覆

工
補
強
対
策
工

約
6
0
0
㍍

⑤
第
2
四
半
期
⑥
第
3
四
半
期

⑦
7
億
円
以
上
10
億
円
未
満
程

度
▽
山
陽
自
動
車
道

福
山
西

Ｉ
Ｃ
〜
尾
道
Ｉ
Ｃ
間
橋
梁
耐
震

補
強
工
事
＝
①
土
木
工
事
②
広

島
県
福
山
市
〜
広
島
県
尾
道
市

③
約
44
カ
月
④
橋
脚
補
強
約
35

基
、
落
橋
防
止
構
造
約
1
0
5

基
、
支
承
取
替
約
65
基
⑤
第
3

四
半
期
⑥
第
3
四
半
期
⑦
13
億

円
以
上
Ｗ
Ｔ
Ｏ
基
準
価
格
未
満

▽
山
陽
自
動
車
道
周
南
高
速

道
路
事
務
所
管
内
橋
梁
耐
震
補

強
工
事
（
そ
の
1
）
＝
①
土
木

工
事
②

山
口
県
下
松
市
〜
山

口
県
周
南
市
③
約
14
か
月
④
橋

脚
補
強
約
20
基
、
落
橋
防
止
構

造
約
20
基
（
後
続
工
事

耐
震

補
強
3
橋
＝
設
計
中
）
⑤
第
3

四
半
期
⑥
第
4
四
半
期
⑦
7
億

円
以
上
10
億
円
未
満
程
度

▽
山
陽
自
動
車
道
倉
敷
Ｊ
Ｃ

Ｔ
〜
岡
山
Ｊ
Ｃ
Ｔ
間
橋
梁
耐
震

補
強
工
事
＝
①
土
木
工
事
②
岡

山
市
〜
岡
山
県
倉
敷
市
他
③
約

48
カ
月
④
橋
脚
補
強
約
50
基
、

落
橋
防
止
構
造
約
1
2
5
基
⑤

第
4
四
半
期
⑥
第
4
四
半
期
⑦

10
億
円
以
上
13
億
円
未
満
程
度

▽
山
陽
自
動
車
道

倉
敷
Ｊ

Ｃ
Ｔ
〜
早
島
Ｉ
Ｃ
間
橋
梁
耐
震

補
強
工
事
＝
①
土
木
工
事
②
岡

山
県
倉
敷
市
他
③
約
36
カ
月
④

橋
脚
補
強
約
80
基
、
落
橋
防
止

構
造
約
3
2
0
基
⑤
第
4
四
半

期
⑥
第
4
／
四
半
期
⑦
10
億
円

以
上
13
億
円
未
満
程
度

▽
岡
山
自
動
車
道
有
漢
Ｉ
Ｃ

〜
北
房
Ｊ
Ｃ
Ｔ
間
舗
装
工
事
＝

①
鋪
装
工
事
②
岡
山
県
真
庭
市

〜
岡
山
県
高
梁
市
③
約
18
カ
月

④
延
長
約
3
・
5
㌔
、
舗
装
面

積
約
5
万
平
方
㍍
⑤
令
和
元
年

度
第
4
四
半
期
⑥
第
1
四
半
期

⑦
4
億
円
以
上
13
億
円
未
満
程

度
▽
米
子
自
動
車
道
蒜
山
Ｉ
Ｃ

〜
溝
口
Ｉ
Ｃ
間
舗
装
工
事
＝
①

鋪
装
工
事
②
鳥
取
県
日
野
郡
江

府
町
③
約
20
カ
月
④
延
長
約
3

・
5
㌔
、
舗
装
面
積
約
5
万
平

方
㍍
⑤
令
和
元
年
度
第
4
四
半

期
⑥
第
1
四
半
期
⑦
4
億
円
以

上
13
億
円
未
満
程
度

▽
松
江
自
動
車
道
加
茂
ス
マ

ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
舗
装

工
事
＝
①
鋪
装
工
事
②
島
根
県

雲
南
市
③
約
16
カ
月
④
延
長
約

1
㌔
、
舗
装
面
積

約
2
万
平

方
㍍
⑤
第
4
四
半
期
⑥
第
4
四

半
期
⑦
4
億
円
以
上
13
億
円
未

満
程
度

▽
令
和
2
年
度
山
陰
自
動
車

道
松
江
高
速
道
路
事
務
所
管
内

舗
装
補
修
工
事
＝
①
鋪
装
工
事

②
島
根
県
松
江
市
〜
島
根
県
出

雲
市
他
③
約
20
カ
月
④
舗
装
面

積
約
3
万
平
方
㍍
⑤
令
和
元
年

度
第
4
四
半
期
⑥
第
1
四
半
期

⑦
4
億
円
以
上
13
億
円
未
満
程

度▽
令
和
2
年
度
中
国
自
動
車

道
津
山
高
速
道
路
事
務
所
管
内

舗
装
補
修
工
事
＝
①
鋪
装
工
事

②
兵
庫
県
佐
用
郡
佐
用
町
〜
岡

山
県
新
見
市
他
③
約
21
カ
月
④

舗
装
面
積
約
5
万
平
方
㍍
⑤
令

和
元
年
度
第
4
四
半
期
⑥
第
1

四
半
期
⑦
4
億
円
以
上
13
億
円

未
満
程
度

▽
山
陽
自
動
車
道
西
条
Ｉ
Ｃ

〜
広
島
Ｉ
Ｃ
間
橋
梁
耐
震
補
強

工
事
＝
①
橋
梁
補
修
改
築
工
事

②
広
島
県
東
広
島
市
〜
広
島
市

③
約
32
カ
月
④
橋
脚
補
強
約
30

基
、
落
橋
防
止
構
造
約
1
7
5

基
、
支
承
取
替
約
30
基
⑤
令
和

元
年
度
第
4
四
半
期
⑥
第
1
四

半
期
⑦
7
億
円
以
上
Ｗ
Ｔ
Ｏ
基

準
価
格
未
満

〈
13
面
か
ら
つ
づ
く
〉

①
工
事
種
別
②
工
事
場
所
③

工
期
④
工
事
概
要
⑤
公
告
等
予

定
時
期
⑥
入
札
予
定
時
期
⑦
発

注
規
模

◇

▽
高
知
自
動
車
道
新
宮
Ｉ
Ｃ

〜
南
国
Ｉ
Ｃ
間
耐
震
補
強
Ⅰ
工

事
（
そ
の
1
）
＝
①
橋
梁
補
修

改
築
工
事
②
高
知
県
長
岡
郡
大

豊
町
③
約
31
カ
月
④
鋼
橋
8
橋

（
橋
脚
補
強

18
基
（
Ｒ
Ｃ
巻

立
4
基
、
炭
素
繊
維
巻
立
6

基
、
ア
ラ
ミ
ド
繊
維
巻
立
8

基
）、
水
平
力
分
担
構
造
工
1

6
9
基
、支
承
取
替
28
箇
所【
7

支
承
線
】）
⑤
令
和
元
年
度
第

4
四
半
期
⑥
第
2
四
半
期
⑦
Ｗ

Ｔ
Ｏ
基
準
価
格
以
上

▽
高
松
自
動
車
道
直
場
高
架

橋
他
4
橋
耐
震
補
強
工
事
＝
①

橋
梁
補
修
改
築
工
事
②
香
川
県

観
音
寺
市
〜
愛
媛
県
四
国
中
央

市
③
約
24
カ
月
④
Ｐ
Ｃ
・
Ｒ
Ｃ

橋
5
橋
（
橋
脚
補
強
46
基
（
Ｒ

Ｃ
巻
立
16
基
、
繊
維
巻
立
26

基
、
鋼
板
巻
立
4
基
）、
落
橋

防
止
構
造
8
基【
4
支
承
線
】、

水
平
力
分
担
構
造
86
基
【
43
支

承
線
】、
横
変
位
拘
束
構
造
4

基
【
2
支
承
線
】、
縁
端
拡
幅

構
造
20
箇
所
、
補
修
工
1
式
）

⑤
第
1
四
半
期
⑥
第
2
四
半
期

⑦
Ｗ
Ｔ
Ｏ
基
準
価
格
以
上

▽
高
知
自
動
車
道
新
宮
Ｉ
Ｃ

〜
大
豊
Ｉ
Ｃ
間
耐
震
補
強
Ⅱ
工

事
（
そ
の
1
）
＝
①
橋
梁
補
修

改
築
工
事
②
愛
媛
県
四
国
中
央

市
〜
高
知
県
長
岡
郡
大
豊
町
③

約
28
カ
月
④
鋼
・
Ｒ
Ｃ
1
橋

（
橋
脚
補
強

17
基
（
Ｒ
Ｃ
巻

立
13
基
、
炭
素
繊
維
巻
立
4

基
）、
水
平
力
分
担
構
造
約
10

箇
所
、支
承
取
替
約
20
箇
所
）、

後
続
随
契
予
定

鋼
・
Ｒ
Ｃ
8

橋
⑤
第
1
四
半
期
⑥
第
2
四
半

期
⑦
Ｗ
Ｔ
Ｏ
基
準
価
格
以
上

▽
松
山
自
動
車
道
渦
井
川
橋

他
7
橋
耐
震
補
強
工
事
＝
①
橋

梁
補
修
改
築
工
事
②
愛
媛
県
四

国
中
央
市
〜
愛
媛
県
西
条
市
③

約
24
カ
月
④
鋼
・
Ｒ
Ｃ
橋
8
橋

（
橋
脚
巻
き
立
て
約
60
基
（
Ｒ

Ｃ
巻
立

17
基
、
炭
素
繊
維
巻

立
41
基
）、
水
平
力
分
担
構
造

約
2
5
0
基【
約
55
支
承
線
】、

落
橋
防
止
装
置
約
32
基
【
約
15

支
承
】、
支
承
取
替
約
55
基【
約

15
支
承
線
】）
⑤
第
2
四
半
期

⑥
第
3
四
半
期
⑦
Ｗ
Ｔ
Ｏ
基
準

価
格
以
上

▽
令
和
2
年
度
高
知
自
動
車

道
高
知
高
速
道
路
事
務
所
管
内

橋
梁
補
修
工
事
＝
①
土
木
補
修

工
事
②
愛
媛
県
四
国
中
央
市
〜

高
知
県
吾
川
郡
い
の
町
③
約
18

カ
月
④
断
面
修
復
工
約
16
千

Ｌ
、
剥
落
防
止
対
策
工
約
6
千

平
方
㍍
⑤
第
1
四
半
期
⑥
第
2

四
半
期
⑦
1
億
円
以
上
7
億
円

未
満
程
度

▽
令
和
2
年
度
松
山
自
動
車

道
愛
媛
高
速
道
路
事
務
所
管
内

の
り
面
補
修
工
事
＝
①
土
木
補

修
工
事
②
愛
媛
県
西
条
市
〜
愛

媛
県
西
予
市
他
③
約
16
カ
月
④

の
り
面
工
約
1
千
平
方
㍍
、
ア

ン
カ
ー
工

約
81
本
⑤
第
1
四

半
期
⑥
第
2
四
半
期
⑦
1
億
円

以
上
7
億
円
未
満
程
度

▽
四
国
横
断
自
動
車
道

徳

島
東
舗
装
工
事
＝
①
舗
装
工
事

②
徳
島
県
徳
島
市
③
約
20
カ
月

④
延
長
約
4
・
7
㌔
、
舗
装
面

積
約
5
万
平
方
㍍
⑤
第
2
四
半

期
⑥
第
3
四
半
期
⑦
13
億
円
以

上
Ｗ
Ｔ
Ｏ
基
準
価
格
未
満

▽
令
和
2
年
度
高
松
自
動
車

道
香
川
高
速
道
路
事
務
所
管
内

西
地
区
舗
装
補
修
工
事
＝
①
舗

装
工
事
②
香
川
県
高
松
市
〜
愛

媛
県
四
国
中
央
市
他
③
約
18
か

月
④
舗
装
面
積
約
6
・
5
万
平

方
㍍
、
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
設
置
約

2
・
5
㌔
⑤
令
和
元
年
度
第
4

四
半
期
⑥
第
1
四
半
期
⑦
13
億

円
以
上
Ｗ
Ｔ
Ｏ
基
準
価
格
未
満

▽
令
和
2
年
度
高
知
自
動
車

道
高
知
高
速
道
路
事
務
所
管
内

舗
装
補
修
工
事
＝
①
舗
装
工
事

②
愛
媛
県
四
国
中
央
市
〜
高
知

県
須
崎
市
③
約
21
カ
月
④
舗
装

面
積
約
2
・
5
万
平
方
㍍
、
ワ

イ
ヤ
ロ
ー
プ
設
置
約
9
・
5
㌔

⑤
令
和
元
年
度
第
4
四
半
期
⑥

第
1
四
半
期
⑦
13
億
円
以
上
Ｗ

Ｔ
Ｏ
基
準
価
格
未
満

▽
令
和
2
年
度
松
山
自
動
車

道
愛
媛
高
速
道
路
事
務
所
管
内

舗
装
補
修
工
事
＝
①
舗
装
工
事

②
愛
媛
県
四
国
中
央
市
〜
愛
媛

県
西
予
市
他
③
約
17
カ
月
④
舗

装
面
積
約
4
・
5
万
平
方
㍍
、

ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
設
置
約
7
・
5

㌔
⑤
令
和
元
年
度
第
4
四
半
期

⑥
第
1
四
半
期
⑦
4
億
円
以
上

13
億
円
未
満
程
度

▽
令
和
2
年
度
徳
島
自
動
車

道
鳴
門
Ｊ
Ｃ
Ｔ
〜
井
川
池
田
Ｉ

Ｃ
間
舗
装
補
修
工
事
＝
①
舗
装

工
事
②
徳
島
県
鳴
門
市
〜
徳
島

県
三
好
市
他
③
約
21
カ
月
④
舗

装
面
積
約
10
・
5
万
平
方
㍍
、

ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
設
置
約
12
・
0

㌔
⑤
令
和
元
年
度
第
4
四
半
期

⑥
第
1
四
半
期
⑦
13
億
円
以
上

Ｗ
Ｔ
Ｏ
基
準
価
格
未
満

▽
高
松
自
動
車
道
高
瀬
高
架

橋
他
5
橋
耐
震
補
強
工
事
＝
①

橋
梁
補
修
改
築
工
事
②
香
川
県

三
豊
市
③
約
24
カ
月
④
Ｐ
Ｃ
・

Ｒ
Ｃ
橋
6
橋
（
橋
脚
補
強
約
30

基
（
Ｒ
Ｃ
巻
立

25
基
、
炭
素

繊
維
巻
立
5
基
）、
落
橋
防
止

約
1
0
0
基
、
水
平
力
分
担
構

造
約
1
5
0
基
、
ダ
ン
パ
ー
設

置
約
10
基
、
た
め
池
堤
体
工
1

式
）
⑤
令
和
元
年
度
第
4
四
半

期
⑥
第
1
四
半
期
⑦
7
億
円
以

上
13
億
円
未
満
程
度

▽
高
知
自
動
車
道
川
滝
橋
他

1
橋
耐
震
補
強
工
事
＝
①
橋
梁

補
修
改
築
工
事
②
愛
媛
県
四
国

中
央
市
③
約
24
カ
月
④
Ｐ
Ｃ
橋

2
橋
（
橋
脚
補
強
12
基
（
ア
ラ

ミ
ド
繊
維
巻
立
12
基
）、
支
承

取
替
16
箇
所
【
8
支
承
線
】、

支
承
補
強
4
基【
2
支
承
線
】、

補
修
工
1
式
）
⑤
令
和
元
年
度

第
4
四
半
期
⑥
第
1
四
半
期
⑦

13
億
円
以
上
Ｗ
Ｔ
Ｏ
基
準
価
格

未
満▽

松
山
自
動
車
道
市
場
川
橋

他
3
橋
耐
震
補
強
工
事
＝
①
橋

梁
補
修
改
築
工
事
②
愛
媛
県
新

居
浜
市
③
約
24
カ
月
④
Ｐ
Ｃ
・

Ｒ
Ｃ
橋
4
橋
（
橋
脚
補
強
約
18

基
（
炭
素
繊
維
巻
立
）、
落
橋

防
止
約
98
基
、
補
修
工
1
式
）

⑤
令
和
元
年
度
第
4
四
半
期
⑥

第
1
四
半
期
⑦
7
億
円
以
上
13

億
円
未
満
程
度

▽
徳
島
自
動
車
道
新
町
谷
川

橋
他
3
橋
耐
震
補
強
工
事
＝
①

橋
梁
補
修
改
築
工
事
②
徳
島
県

美
馬
市
③
約
26
カ
月
④
鋼
橋
・

Ｒ
Ｃ
橋
4
橋
（
橋
脚
補
強
9
基

（
Ｒ
Ｃ
巻
立

2
基
、
ア
ラ
ミ

ド
繊
維
巻
立

5
基
、
Ｒ
Ｃ
巻

立
2
基
）
落
橋
防
止
構
造
約
40

基【
11
支
承
線
】、支
承
取
替
約

10
箇
所【
3
支
承
線
】、ダ
ン
パ

ー
設
置
約
10
基【
2
支
承
線
】、

水
平
力
分
担
構
造
約
80
基
【
21

支
承
線
】）
⑤
令
和
元
年
度
第

4
四
半
期
⑥
第
1
四
半
期
⑦
7

億
円
以
上
13
億
円
未
満
程
度

▽
徳
島
自
動
車
道
大
山
橋
他

6
橋
耐
震
補
強
工
事
＝
①
橋
梁

補
修
改
築
工
事
②
徳
島
県
三
好

市
〜
愛
媛
県
四
国
中
央
市
③
約

24
カ
月
④
Ｐ
Ｃ
・
Ｐ
Ｒ
Ｃ
・
Ｒ

Ｃ
橋
7
橋（
橋
脚
補
強
8
基（
Ｒ

Ｃ
巻
立

2
基
、
炭
素
繊
維
巻

立

6
基
）
落
橋
防
止
構
造
6

基
【
3
支
承
線
】、
水
平
力
分

担
構
造
20
基
【
10
支
承
線
】、

Ｐ
Ｃ
箱
桁
補
強
約
3
橋
、
補
修

工
1
式
）
⑤
令
和
元
年
度
第
4

四
半
期
⑥
第
1
四
半
期
⑦
1
億

円
以
上
7
億
円
未
満
程
度

▽
徳
島
自
動
車
道
西
段
橋
他

1
橋
耐
震
補
強
工
事
＝
①
橋
梁

補
修
改
築
工
事
②
徳
島
県
美
馬

市
③
約
33
カ
月
④
鋼
橋
（
ト
ラ

ス
）2
橋（
橋
脚
補
強
2
基（
Ｒ

Ｃ
巻
立
1
基
、
ア
ラ
ミ
ド
繊
維

巻
立
1
基
）、
段
差
防
止
構
造

約
10
基
【
4
支
承
線
】、
支
承

取
替
約
10
箇
所
【
6
支
承
線
】

ダ
ン
パ
ー
設
置
約
5
基
【
3
支

承
線
】、
ジ
ャ
ッ
キ
ア
ッ
プ
補

強
約
35
㌧
、
部
材
補
強

約

1
5
0
㌧
）
⑤
令
和
元
年
度
第

4
四
半
期
⑥
第
2
四
半
期
⑦
7

億
円
以
上
13
億
円
未
満
程
度

▽
松
山
自
動
車
道
長
谷
川
橋

耐
震
補
強
工
事
＝
①
橋
梁
補
修

改
築
工
事
②
愛
媛
県
四
国
中
央

市
③
約
30
カ
月
④
鋼
橋
（
ト
ラ

ス
）
3
橋
（
橋
脚
補
強
約
11
基

（
Ｒ
Ｃ
巻
立

1
基
、
炭
素
繊

維
巻
立
10
基
）、
水
平
力
分
担

構
造
約
10
基
【
2
支
承
線
】、

落
橋
防
止
構
造
約
45
基
【
10
支

承
線
】、
支
承
取
替
約
50
箇
所

【
約
15
支
承
線
】、
ダ
ン
パ
ー

設
置

約
25
基
【
約
6
支
承

線
】）
⑤
第
1
四
半
期
⑥
第
2

四
半
期
⑦
13
億
円
以
上
Ｗ
Ｔ
Ｏ

基
準
価
格
未
満

▽
徳
島
自
動
車
道
玉
振
谷
橋

他
1
橋
耐
震
補
強
工
事
＝
①
橋

梁
補
修
改
築
工
事
②
徳
島
県
美

馬
市
③
約
24
カ
月
④
鋼
橋
（
ト

ラ
ス
）
2
橋
（
段
差
防
止
構
造

約
10
基
【
5
支
承
線
】、
支
承

取
替
約
10
箇
所【
5
支
承
線
】、

ダ
ン
パ
ー
設
置
約
5
基
【
2
支

承
線
】、
ジ
ャ
ッ
キ
ア
ッ
プ
補

強
約
30
㌧
、
部
材
補
強
約
85

㌧
）
⑤
第
1
四
半
期
⑥
第
2
四

半
期
⑦
7
億
円
以
上
13
億
円
未

満
程
度

▽
高
松
自
動
車
道
飯
野
高
架

橋
他
3
橋
耐
震
補
強
工
事
＝
①

橋
梁
補
修
改
築
工
事
②
香
川
県

丸
亀
市
③
約
24
カ
月
④
Ｐ
Ｃ
・

Ｒ
Ｃ
橋
4
橋
（
橋
脚
補
強
約
75

基
（
Ｒ
Ｃ
巻
立

60
基
、
炭
素

繊
維
巻
立
約
15
基
）、
落
橋
防

止
構
造
約
30
基
【
約
10
支
承

線
】、
支
承
補
強
約
95
箇
所【
約

40
支
承
線
】、附
帯
工
1
式
）⑤

第
2
四
半
期
⑥
第
3
四
半
期
⑦

7
億
円
以
上
13
億
円
未
満
程
度

▽
高
松
自
動
車
道
府
中
高
架

橋
他
4
橋
耐
震
補
強
工
事
＝
①

橋
梁
補
修
改
築
工
事
②
香
川
県

高
松
市
〜
香
川
県
坂
出
市
③
約

24
カ
月
④
Ｒ
Ｃ
橋
5
橋
（
橋
脚

補
強
約
25
基
（
Ｒ
Ｃ
巻
立
約
10

基
、炭
素
繊
維
巻
立
約
15
基
）、

支
承
補
強
約
45
箇
所
【
約
20
支

承
線
】、
附
帯
工
1
式
）
⑤
第

2
四
半
期
⑥
第
3
四
半
期
⑦
1

億
円
以
上
7
億
円
未
満
程
度

▽
松
山
自
動
車
道
浦
山
川
橋

他
1
橋
耐
震
補
強
工
事
＝
①
橋

梁
補
修
改
築
工
事
②
愛
媛
県
四

国
中
央
市
〜
愛
媛
県
新
居
浜
市

③
約
30
カ
月
④
鋼
・
Ｐ
Ｃ
・
Ｒ

Ｃ
橋
2
橋
（
橋
脚
補
強
約
30
基

（
Ｒ
Ｃ
巻
立

約
20
基
、
炭
素

繊
維
巻
立
約
10
基
）、
水
平
力

分
担
構
造

約
95
基
【
約
25
支

承
線
】、
落
橋
防
止
構
造
約
50

基
【
約
15
支
承
線
】、
支
承
取

替
約
16
箇
所【
約
5
支
承
線
】、

ダ
ン
パ
ー
設
置
約
12
基
【
約
6

支
承
線
】）
⑤
第
2
四
半
期
⑥

第
3
四
半
期
⑦
13
億
円
以
上
Ｗ

Ｔ
Ｏ
基
準
価
格
未
満

▽
高
松
自
動
車
道
国
分
寺

高
架
橋
他
5
橋
耐
震
補
強
工
事

＝
①
橋
梁
補
修
改
築
工
事
②
香

川
県
高
松
市
〜
香
川
県
綾
歌
郡

綾
川
町
③
約
24
カ
月
④
Ｐ
Ｃ
・

Ｒ
Ｃ
橋
6
橋
（
橋
脚
補
強
約
32

基
（
Ｒ
Ｃ
巻
立

2
基
、
炭
素

繊
維
巻
立
約
30
基
）、
落
橋
防

止
構
造
約
10
基【
10
支
承
線
】、

支
承
補
強
約
2
0
5
箇
所
【
40

支
承
線
】、
附
帯
工
1
式
）
⑤

第
3
四
半
期
⑥
第
4
四
半
期
⑦

7
億
円
以
上
13
億
円
未
満
程
度

▽
高
松
自
動
車
道
中
村
高
架

橋
他
9
橋
耐
震
補
強
工
事
＝
①

橋
梁
補
修
改
築
工
事
②
香
川
県

坂
出
市
〜
香
川
県
善
通
寺
市
③

約
24
カ
月
④
Ｐ
Ｃ
・
Ｒ
Ｃ
橋
10

橋
（
橋
脚
補
強
約
15
基
（
Ｒ
Ｃ

巻
立
約
10
基
、
炭
素
繊
維
巻
立

約
5
基
）、
落
橋
防
止
構
造
約

25
基
【
約
20
支
承
線
】、
支
承

補
強
約
1
4
0
箇
所
【
約
40
支

承
線
】、ダ
ン
パ
ー
工
約
5
基
、

附
帯
工
1
式
）
⑤
第
3
四
半
期

⑥
第
4
四
半
期
⑦
1
億
円
以
上

7
億
円
未
満
程
度

▽
高
知
自
動
車
道
仁
淀
川
橋

他
5
橋
耐
震
補
強
工
事
＝
①
橋

梁
補
修
改
築
工
事
②
高
知
県
南

国
市
〜
高
知
県
土
佐
市
③
約
24

カ
月
④
鋼
・
Ｒ
Ｃ
・
鋼
（
方

杖
）6
橋（
橋
脚
補
強
約
20
基
）

⑤
第
3
四
半
期
⑥
第
4
四
半
期

⑦
13
億
円
以
上
Ｗ
Ｔ
Ｏ
基
準
価

格
未
満

▽
高
知
自
動
車
道
中
谷
橋

（
下
り
線
）
他
1
橋
耐
震
補
強

工
事
＝
①
橋
梁
補
修
改
築
工
事

②
愛
媛
県
四
国
中
央
市
〜
高
知

県
長
岡
郡
大
豊
町
③
約
22
カ
月

④
鋼
橋
（
ト
ラ
ス
）
2
橋
（
橋

脚
補
強
約
10
基
、
水
平
力
分
担

装
置
約
5
箇
所
、
支
承
取
替
約

10
箇
所
、
落
橋
防
止
構
造
約
10

箇
所
、
ダ
ン
パ
ー
設
置
約
15

基
）
⑤
第
3
四
半
期
⑥
第
4
四

半
期
⑦
1
億
円
以
上
7
億
円
未

満
程
度

▽
松
山
自
動
車
道
五
良
野
高

架
橋
他
7
橋
耐
震
補
強
工
事
＝

①
橋
梁
補
修
改
築
工
事
②
愛
媛

県
四
国
中
央
市
③
約
24
カ
月
④

Ｐ
Ｃ
・
Ｒ
Ｃ
橋
8
橋
（
橋
脚
巻

き
立
て
約
60
基
（
Ｒ
Ｃ
巻
立
約

5
基
、
炭
素
繊
維
巻
立
約
50

基
、
鋼
板
巻
立
約
5
基
）、
水

平
力
分
担
構
造
約
1
9
5
基

【
約
60
支
承
線
】、
落
橋
防
止

装
置

約
32
基
【
約
15
支
承

線
】）
⑤
第
3
四
半
期
⑥
第
4

四
半
期
⑦
13
億
円
以
上
Ｗ
Ｔ
Ｏ

基
準
価
格
未
満

▽
徳
島
自
動
車
道
宮
の
谷
橋

他
1
橋
耐
震
補
強
工
事
＝
①
橋

梁
補
修
改
築
工
事
②
徳
島
県
三

好
市
〜
愛
媛
県
四
国
中
央
市
③

約
24
カ
月
④
鋼
橋
2
橋
（
橋
脚

補
強
1
基（
鋼
板
巻
立
1
基
）、

支
承
取
替

4
箇
所
【
2
支
承

線
】、
ダ
ン
パ
ー
4
基
【
2
支

承
線
】、
段
差
防
止
4
基
【
2

支
承
線
】、
桁
補
強
1
式
、
詳

細
設
計

1
式
）
⑤
第
3
四
半

期
⑥
第
4
四
半
期
⑦
1
億
円
以

上
7
億
円
未
満
程
度

▽
徳
島
自
動
車
道
黒
谷
高
架

橋
他
2
橋
耐
震
補
強
工
事
＝
①

橋
梁
補
修
改
築
工
事
②
徳
島
県

板
野
郡
板
野
町
〜
徳
島
県
板
野

郡
上
板
町
③
約
24
カ
月
④
Ｐ
Ｃ

・
Ｒ
Ｃ
橋
3
橋
（
橋
脚
補
強
約

25
基
（
Ｒ
Ｃ
巻
立
5
基
、
ア
ラ

ミ
ド
繊
維
巻
立
20
基
）、
落
橋

防
止
構
造
約
25
基
【
8
支
承

線
】、
水
平
力
分
担
構
造
約
35

基
【
9
支
承
線
】）
⑤
第
3
四

半
期
⑥
第
4
四
半
期
⑦
1
億
円

以
上
7
億
円
未
満
程
度

▽
徳
島
自
動
車
道
泉
谷
川
橋

他
2
橋
耐
震
補
強
工
事
＝
①
橋

梁
補
修
改
築
工
事
②
徳
島
県
板

野
郡
上
板
町
〜
徳
島
県
阿
波
市

③
約
24
カ
月
④
Ｐ
Ｃ
・
Ｒ
Ｃ
橋

3
橋
（
橋
脚
補
強
約
15
基
（
Ｒ

Ｃ
巻
立

6
基
、
ア
ラ
ミ
ド
繊

維
巻
立

9
基
）、
落
橋
防
止

構
造
約
10
基
【
4
支
承
線
】、

水
平
力
分
担
構
造
約
40
基
【
12

支
承
線
】）
⑤
第
3
四
半
期
⑥

第
4
四
半
期
⑦
1
億
円
以
上
7

億
円
未
満
程
度

▽
高
松
自
動
車
道
平
池
橋
他

4
橋
耐
震
補
強
工
事
＝
①
橋
梁

補
修
改
築
工
事
②
香
川
県
三
豊

市
〜
香
川
県
観
音
寺
市
③
約
24

カ
月
④
Ｐ
Ｃ
・
Ｒ
Ｃ
橋
5
橋

（
橋
脚
補
強
約
35
基
（
炭
素
繊

維
巻
立
約
35
基
）、
落
橋
防
止

構
造
約
15
基【
約
15
支
承
線
】、

支
承
補
強
約
70
箇
所
【
約
35
支

承
線
】、
附
帯
工
1
式
）
⑤
第

4
／
四
半
期
⑥
令
和
3
年
度
第

1
／
四
半
期
⑦
7
億
円
以
上
13

億
円
未
満
程
度

▽
松
山
自
動
車
道
岸
下
橋
他

9
橋
耐
震
補
強
工
事
＝
①
橋
梁

補
修
改
築
工
事
②
愛
媛
県
東
温

市
〜
愛
媛
県
松
山
市
③
約
24
カ

月
④
Ｐ
Ｃ
・
Ｒ
Ｃ
橋
10
橋
（
橋

脚
巻
き
立
て

約
35
基
（
Ｒ
Ｃ

巻
立
約
15
基
、
炭
素
繊
維
巻
立

約
15
基
、鋼
板
巻
立
約
5
基
）、

水
平
力
分
担
構
造
約
85
基
【
約

25
支
承
線
】、
落
橋
防
止
装
置

約
10
基
【
約
5
支
承
線
】）
⑤

第
4
四
半
期
⑥
令
和
3
年
度
第

1
四
半
期
⑦
7
億
円
以
上
13
億

円
未
満
程
度

▽
松
山
自
動
車
道
金
生
川
橋

他
4
橋
耐
震
補
強
工
事
＝
①
橋

梁
補
修
改
築
工
事
②
徳
島
県
三

好
市
〜
愛
媛
県
四
国
中
央
市
③

約
24
カ
月
④
Ｐ
Ｃ
・
Ｐ
Ｒ
Ｃ
・

Ｒ
Ｃ
橋
5
橋
（
橋
脚
補
強
20
基

（
炭
素
繊
維
巻
立
20
基
）、
水

平
力
分
担
構
造
60
基
【
20
支
承

線
】）
⑤
第
4
四
半
期
⑥
令
和

3
年
度
第
1
四
半
期
⑦
13
億
円

以
上
Ｗ
Ｔ
Ｏ
基
準
価
格
未
満

▽
松
山
自
動
車
道
重
信
川
橋

他
2
橋
耐
震
補
強
工
事
＝
①
橋

梁
補
修
改
築
工
事
②
愛
媛
県
松

山
市
〜
愛
媛
県
大
洲
市
③
約
24

カ
月
④
鋼
・
Ｒ
Ｃ
橋
3
橋
（
橋

脚
補
強
約
15
基
（
炭
素
繊
維
巻

立
約
15
基
）、
水
平
力
分
担
構

造
約
95
基
【
約
25
支
承
線
】、

落
橋
防
止
構
造
約
10
基
【
約
5

支
承
線
】、
支
承
取
替
約
50
箇

所
【
約
10
支
承
線
】）
⑤
第
4

四
半
期
⑥
令
和
3
年
度
第
1
四

半
期
⑦
7
億
円
以
上
13
億
円
未

満
程
度

四四

国国

支支

社社

耐
震
補
強
工
事
17
件
発
注
予
定

高
知
道
・
新
宮
〜
南
国
間
、徳
島
道
・
西
段
橋
な
ど
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導導入入企企業業がが増増加加中中
国
土
交
通
省
が
公
表
し
て

い
る
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
直
轄

工
事
で
の
物
損
事
故
件
数
は

道
路
維
持
管
理
の
現
場
が
最

も
高
い
＝
グ
ラ
フ
㊧
＝
。

し
か
し
、
事
故
発
生
件
数

自
体
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ

り
、
特
に
草
刈
作
業
に
お
い

て
は
確
実
に
減
少
し
て
き
て

い
る
。
こ
れ
は
事
故
を
防
ぐ

た
め
に
様
々
な
対
策
が
と
ら

れ
て
い
る
成
果
で
あ
る
が
、

官
公
庁
や
施
行
業
者
の
意
識

に
よ
る
も
の
が
大
き
い
。

草
刈
作
業
で
最
も
多
い
事

故
は
小
石
等
の
飛
散
に
よ
る

物
損
事
故
で
あ
る
。
各
管
理

団
体
は
飛
散
防
護
ネ
ッ
ト
な

ど
の
対
策
を
講
じ
て
は
い
た

も
の
の
依
然
と
し
て
事
故
は

発
生
し
て
い
た
。
そ
こ
で
注

目
を
集
め
た
製
品
が
（
株
）

ア
イ
デ
ッ
ク
が
開
発
す
る

「
ス
ー
パ
ー
カ
ル
マ
ー
」
で

あ
る
。
刈
払
機
に
取
り
付
け

る
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
で
あ

り
、
減
速
回
転
ハ
サ
ミ
刈
り

方
式
を
採
用
し
て
い
る
の
で

石
の
飛
散
を
大
幅
に
抑
制
で

き
る
。
ま
た
、
キ
ッ
ク
バ
ッ

ク
も
少
な
い
の
で
キ
ワ
刈
り

も
容
易
に
行
え
る
。
使
用
感

も
従
来
の
チ
ッ
プ
ソ
ー
に
近

く
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
簡
単

な
た
め
、
プ
ロ
ユ
ー
ザ
ー
層

に
多
く
普
及
し
て
い
る
。

道
路
維
持
管
理
に

お
け
る
事
故

飛
散
物
を
抑
制
し

安
全
な
草
刈

飛飛
びび
石石
をを
大大
幅幅
抑抑
制制
すす
るる
スス
ーー
パパ
ーー
カカ
ルル
ママ
ーー

国土交通省・安全啓発リーフレット（令和元年度版）より

国
立
研
究
開
発
法
人
で
あ

る
農
研
機
構
か
ら
の
性
能
証

明
も
受
け
て
お
り
、
飛
散
抑

制
効
果
は
折
り
紙
つ
き
だ
。

過
去
に
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
に
登
録

さ
れ
た
実
績
も
あ
る
。

実
際
に
導
入
し
て
い
る
企

業
の
声
を
聞
い
て
み
た
。

「
カ
ル
マ
ー
を
知
る
前
は
他

社
製
品
を
使
用
し
て
い
ま
し

た
が
、
作
業

性
が
悪
く
、

故
障
も
多
い

の
で
効
率
面

が
ネ
ッ
ク
で

し
た
。
カ
ル

マ
ー
は
従
来

の
丸
鋸
に
近

い
形
で
作
業

で
き
る
の
で
効
率
も
落
ち
ま

せ
ん
。
弊
社
に
と
っ
て
、
安

全
面
の
向
上
は
何
物
に
も
代

え
が
た
い
メ
リ
ッ
ト
で
す
」

（
高
速
道
路
保
全
事
業（
株
）

ハ
イ
メ
ッ
ク
ス
上
越
）
＝
写

真
㊨
＝

第
三
者
か
ら
の
評
価

スーパーカルマーＰＲＯ

交通量が多い場所でも安心

依
然
と
し
て
多
い
作
業
中

の
事
故
で
あ
る
が
、
対
策
さ

え
す
れ
ば
防
げ
る
も
の
は
多

い
。
特
に
草
刈
作
業
に
お
い

て
の
事
故
は
、
使
用
す
る
ツ

ー
ル
を
変
え
る
だ
け
で
事
故

発
生
確
率
を
大
幅
に
減
少
で

き
る
。

除
草
中
の
石
跳
ね
に
よ
る

物
損
事
故
が
裁
判
沙
汰
に
ま

で
な
り
う
る
現
在
に
お
い

て
、
最
適
な
ツ
ー
ル
の
選
択

は
必
須
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

減
速
回
転
ハ
サ
ミ
刈
り
方
式

は
危
険
の
多
い
道
路
除
草
に

お
い
て
最
も
合
理
的
な
刈
取

り
方
式
と
い
え
る
。

今
一
度
作
業
体
制
を
顧
み

て
、
安
全
性
向
上
の
た
め
に

『
ス
ー
パ
ー
カ
ル
マ
ー
』
を

導
入
し
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ

う
か
。

事
故
を
防
ぐ
た
め
に

道路上での作業を円滑に料金所周辺でも活躍

【刈払機アタッチメント『スーパーカルマーＰＲＯ』】
▶ＡＳＫ-Ｖ23 税別(23,800円)
▶替刃ＳＫ-1815Ｎ 税別(3,800円)

【株式会社アイデック】
〒675―2302 兵庫県加西市北条町栗田182
▷電話 0790―42―6688
▷ＦＡＸ 0790―42―6633
▷ホームページ
http : //www.idech.co.jp
作業動画が見られます

「㈱ハイメックス上越」のメンバー

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
東
京

支
社
は
3
月
か
ら
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
削
減
の
た
め
、

神
奈
川
県
内
の
高
速
道
路
Ｓ

Ａ
・
Ｐ
Ａ
で
、「
紙
ス
ト
ロ

ー
」
を
順
次
試
行
導
入
し
て

い
る
。

神
奈
川
県
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）の

取
り
組
み
で
あ
る
「
か
な
が

わ
プ
ラ
ご
み
ゼ
ロ
宣
言
」
に

賛
同
し
て
実
施
す
る
も
の
。

試
行
導
入
箇
所
は
、
東
名

高
速
・
海
老
名
Ｓ
Ａ
（
上

下
）、
小
田
原
厚
木
道
路
・

平
塚
Ｐ
Ａ
（
下
）、
大
磯
Ｐ

Ａ（
上
）、小
田
原
Ｐ
Ａ（
下
）

の
一
部
商
業
施
設
。

Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
の
テ
ナ
ン
ト

の
協
力
を
得
て
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
ス
ト
ロ
ー
の
代
わ
り
に

紙
ス
ト
ロ
ー
を
1
カ
月
程
度

試
行
導
入
し
、
使
い
勝
手
な

ど
を
確
認
の
う
え
、
今
後
の

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
に
向

け
、
活
用
し
て
い
く
。

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
と
西

日
本
高
速
道
路
サ
ー
ビ
ス
・

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は
、
管

内
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
に
お
い
て
新

た
な
電
子
マ
ネ
ー
の
取
り
扱

い
を
開
始
し
た
。従
来
の「
楽

天
Ｅ
ｄ
ｙ
」、「
Ｗ
Ａ
Ｏ
Ｎ
」

に
加
え
、Ｊ
Ｒ
東
日
本
系「
Ｓ

ｕ
ｉ
ｃ
ａ
」
な
ど
交
通
系
電

子
マ
ネ
ー
9
種
と
、
セ
ブ
ン

・
カ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
「
ｎ
ａ

ｎ
ａ
ｃ
ｏ
」
の
利
用
も
可
能

と
な
り
、
更
な
る
利
便
性
向

上
が
図
ら
れ
た
。

新
た
に
利
用
可
能
と
な
っ

た
交
通
系
電
子
マ
ネ
ー
は
次

の
通
り
。

▽
「
Ｋ
ｉ
ｔ
ａ
ｃ
ａ
」（
Ｊ

Ｒ
北
海
道
）
▽
「
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ

ａ
」（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）
▽
「
Ｐ

Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
」（
パ
ス
モ
）
▽

「
Ｔ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ａ
」（
Ｊ
Ｒ
東

海
）
▽
「
ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｃ
ａ
」

（
エ
ム
ア
イ
シ
ー
、
名
古
屋

交
通
開
発
機
構
）
▽
「
Ｉ
Ｃ

Ｏ
Ｃ
Ａ
」（
Ｊ
Ｒ
西
日
本
）

▽
「
Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ｏ
Ｃ
Ａ
」（
Ｊ

Ｒ
九
州
）
▽
「
ｎ
ｉ
ｍ
ｏ
ｃ

ａ
」（
西
日
本
鉄
道
）
▽
「
は

や
か
け
ん
」（
福
岡
市
交
通

局
）

交
通
系
も
利
用
可

電
子
マ
ネ
ー
拡
充

西
日
本
管
内

神奈川県内のＳＡ・ＰＡで

「紙ストロー」順次試行導入
ＮＥＸＣＯ中日本東京支社

試行導入した「紙ストロー」
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豊かな住みよい社会をつくる高速道路
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